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全学共通科目

全学共通科目について 

全学共通科目（構成および履修上の規定） 
 

「ウエルネスと身体（必修）」履修上の注意 

 

「情報リテラシー演習（必修）」履修上の注意 
 

「キリスト教人間学」科目群履修上の注意 
 

「選択科目」履修上の注意 
 

「高学年向け教養科目（選択）」履修上の注意 
 

開講科目担当表 
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全学共通科目について

本学は，すべての学生が共通に学ぶ全学共通教育科目を編成し提供する。

全学共通科目においては，本学の教育の根幹となる「キリスト教ヒューマニズム」に基づき，「他者のために，他者とと

もに生きる人間」（ ）として，民族・文化・宗教の多様性を認め，「対話」を行いう

る教養と「国際性」を兼ね備えた人材の養成を目指し，以下の科目群を配置する。

（ ） 年次の必修科目として「ウエルネスと身体」を置き，その履修を通じて，「他者のために，他者とともに生きる

人間」の実践に必要な，他者・外界とのコミュニケーションや自己表現に欠くことができない「身体」について，ウエル

ネスや身体知の理解および体験学習を通して学び，多角的に考える機会を提供する。

（ ）選択必修科目として「キリスト教人間学」科目群を置き，哲学・倫理学・宗教学を基盤とした考えに触れつつ，

「キリスト教ヒューマニズム」の精神を理解し，現実に生きる人間とその生き方を総合的に考える機会を提供する。

（ ）選択科目では，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の 分野にわたり，様々な学問分野に関

する学習機会の提供を行い，学際的・国際的な「対話」を通して，世界に主体的に問いかけ，問題を発見し，それを自分

の言葉で語る力を養う機会を提供する。

（ ）社会に出る前に再び自己を見つめ直す機会として，一定の専門性を身につけた ・ 年次生が受講する「高学年向

け教養科目」を選択科目の中に置き，個別の専門領域を越えた学問横断的発想や，大学における知と現代社会との関係づ

けなど，多様な視点や事例を提供する授業を通して，急激に変化するグローバル社会に対応しうるより深い教養を身につ

ける機会を提供する。

─ 9 ─
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― ―

全学共通科目の履修について 

．上智大学の全学共通教育

上智大学の全学共通教育はキリスト教ヒューマニズムを基礎とする教育である

上智大学は，「キリスト教精神を基盤におき，真理と普遍的価値観を求める教育研究により，人間形成につとめ

ることを目的とする共同社会」です。上智大学で行われているさまざまな教育研究のなかでも，全学共通教育は，

それらすべての教育の根本である「キリスト教ヒューマニズム」に基づいています。キリスト教ヒューマニズムと

は，絶対的な価値に思いを至しつつ，人間と社会や自然の諸問題をその根本から考え，真の解決を目指そうとする

考え方であり，生き方でもあります。

そうした考え方と生き方によって豊かな人間形成と平和な世界を実現するために，本学の学生諸君は，「他者の

ために，他者とともに生きる人間」（ ）として，心身のバランスと深い教養を

兼ね備えた人格を自覚的，主体的に育てていくことが求められます。上智大学の全学共通教育は，学生諸君がみず

から問題を意識し，問いかけ，解決するためのさまざまな機会を提供します。全学共通教育によって身につけるさ

まざまな価値観を，みずからの人格形成のために役立ててください。

「キリスト教人間学」科目群がキリスト教ヒューマニズム教育の基礎をなす

上智大学の全学共通科目は，「必修科目」，「選択必修科目」と「選択科目」に大別されます。そのなかで，上に

述べた教育の根本を示し，「キリスト教ヒューマニズム」教育の基礎を担うのが，本学のユニバーシティ・アイデ

ンティティ科目である「キリスト教人間学」科目群です。

キリスト教人間学とは，キリスト教的な観点から，人間の超越性に開かれた哲学・倫理学・宗教学を基盤に，諸

科学などの成果をも援用して，現実に生きる人間とその生き方を総合的に考える学問です。そこでは，「思索の基

盤を深める」「キリスト教の精神に学ぶ」「人間として生きる」「よりよい世界をつくる」という つの基本区分に沿っ

て，他者とともに生き，他者に奉仕し，社会をより良く変革する人間，人間性のあらゆる次元を探求し，広く深み

のある連帯を追求する人間となることが目標とされます（ の「キリスト教人間学科目群の共通講義概要」およ

び「評価基準」を参照）。

本学で学ぶ諸君は，本学の教育のコア科目である「キリスト教人間学」科目群へ参加することを通じて，みずか

らの成長に真摯に取り組み，他者とのかかわりを大切にし，倫理的思考と判断力を備え，超越的価値にも目を開き

つつ，地球的な視野に立ってより人間的な世界を築き上げる人間となるよう努力してください。

全学共通の必修科目は現代の人間形成に欠かせない分野である

「ウエルネスと身体」が，全学共通教育の必修科目として課されています。「ウエルネスと身体」は，スポーツ

や運動に関する科目というだけでなく，人間として生きていく上で不可欠な，身体知と健康の問題を自覚し総合的

に実践する科目です。他者とともに生き，他者に奉仕し，社会をより良く変革する人間となるために欠かすことの

できない重要な科目です。

高学年向け教養科目を履修して，社会に出る前に自分自身を見つめなおす

年次生からの大きな特徴としては， ・ 年次に履修しなくてはならない「高学年向け教養科目」を履修するこ

とです。これは，社会の急激な変化に対応し，今後のグローバル社会で活躍するために，学科科目によりある程度

専門性を身につけた上で高いレベルの教養科目を学修することを目的としています。

グローバル化の進む社会への対処のしかたを学んだり，社会との実践的なかかわり方を学べる科目，社会と専門

分野の関係性，現代社会における学問のあり方，専門分野どうしの関係性を学べる科目，実践・体験を重んじる科

目が用意されています。これらの科目を履修することにより，専門教育だけでは身につけることのできない，深く

豊かな教養を持つ人間になってください。

― ―

ナンバリングを活用し，履修計画を立ててみる

全ての科目にナンバリングを導入しています。（履修要覧〔ガイド・資料編〕 参照）付されている数字が難易

度の目安となります。科目ごとのシラバスやナンバリングを参考にして，必要な教養を身につけることができるよ

う，履修計画を立ててください。

なお，開講科目担当表に記載されたナンバリングには意味があります。 ～ の表を参考にしてください。

学際的な科目を受講して広範かつ専門的な視野をもつことができる

上智大学の全学共通科目の顕著な特色は，それらの科目が原則として，本学のいずれかの学部学科に所属してい

る専任教員によって開講されていることです。そのため，各開講科目のテーマと内容には，本学の各研究分野の専

門的な特色が反映されています。したがって，漫然と授業を受ければ一般的な教養が習得されるという類のものと

は異なり，どの授業でも，学生諸君の積極的な受講態度が求められています。

上智大学の全学共通科目の中には，本学のルーツとアイデンティティ，地球環境問題，人権問題や平和問題など，

専門分野の枠を超えた広い視野に触れることができる学際的な科目が多数開講されています。

学際的な総合分野から個別の専門分野までにわたるこれら広範な科目群は， 学部を擁する総合大学としての上

智大学が豊富な人材と研究機構をもち，そこに所属する人々が専門性を保持しながら，「キリスト教ヒューマニズ

ム」を基盤として全学的な協力関係をつくることで実現されるものです。本学の全学共通科目にそうした科目群が

開講され，すべての学生諸君が利用できるということは，他では得ることのできない貴重な機会です。ぜひともこ

の教育資源を十分に活用して，自分の中に豊かな人間性を育て，「他者のために，他者とともに生きる人間」（

）となってください。

─ 11 ── 10 ─
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全学共通科目の履修について 

．上智大学の全学共通教育

上智大学の全学共通教育はキリスト教ヒューマニズムを基礎とする教育である

上智大学は，「キリスト教精神を基盤におき，真理と普遍的価値観を求める教育研究により，人間形成につとめ

ることを目的とする共同社会」です。上智大学で行われているさまざまな教育研究のなかでも，全学共通教育は，

それらすべての教育の根本である「キリスト教ヒューマニズム」に基づいています。キリスト教ヒューマニズムと

は，絶対的な価値に思いを至しつつ，人間と社会や自然の諸問題をその根本から考え，真の解決を目指そうとする

考え方であり，生き方でもあります。

そうした考え方と生き方によって豊かな人間形成と平和な世界を実現するために，本学の学生諸君は，「他者の

ために，他者とともに生きる人間」（ ）として，心身のバランスと深い教養を

兼ね備えた人格を自覚的，主体的に育てていくことが求められます。上智大学の全学共通教育は，学生諸君がみず

から問題を意識し，問いかけ，解決するためのさまざまな機会を提供します。全学共通教育によって身につけるさ

まざまな価値観を，みずからの人格形成のために役立ててください。

「キリスト教人間学」科目群がキリスト教ヒューマニズム教育の基礎をなす

上智大学の全学共通科目は，「必修科目」，「選択必修科目」と「選択科目」に大別されます。そのなかで，上に

述べた教育の根本を示し，「キリスト教ヒューマニズム」教育の基礎を担うのが，本学のユニバーシティ・アイデ

ンティティ科目である「キリスト教人間学」科目群です。

キリスト教人間学とは，キリスト教的な観点から，人間の超越性に開かれた哲学・倫理学・宗教学を基盤に，諸

科学などの成果をも援用して，現実に生きる人間とその生き方を総合的に考える学問です。そこでは，「思索の基

盤を深める」「キリスト教の精神に学ぶ」「人間として生きる」「よりよい世界をつくる」という つの基本区分に沿っ

て，他者とともに生き，他者に奉仕し，社会をより良く変革する人間，人間性のあらゆる次元を探求し，広く深み

のある連帯を追求する人間となることが目標とされます（ の「キリスト教人間学科目群の共通講義概要」およ

び「評価基準」を参照）。

本学で学ぶ諸君は，本学の教育のコア科目である「キリスト教人間学」科目群へ参加することを通じて，みずか

らの成長に真摯に取り組み，他者とのかかわりを大切にし，倫理的思考と判断力を備え，超越的価値にも目を開き

つつ，地球的な視野に立ってより人間的な世界を築き上げる人間となるよう努力してください。

全学共通の必修科目は現代の人間形成に欠かせない分野である

「ウエルネスと身体」が，全学共通教育の必修科目として課されています。「ウエルネスと身体」は，スポーツ

や運動に関する科目というだけでなく，人間として生きていく上で不可欠な，身体知と健康の問題を自覚し総合的

に実践する科目です。他者とともに生き，他者に奉仕し，社会をより良く変革する人間となるために欠かすことの

できない重要な科目です。

高学年向け教養科目を履修して，社会に出る前に自分自身を見つめなおす

年次生からの大きな特徴としては， ・ 年次に履修しなくてはならない「高学年向け教養科目」を履修するこ

とです。これは，社会の急激な変化に対応し，今後のグローバル社会で活躍するために，学科科目によりある程度

専門性を身につけた上で高いレベルの教養科目を学修することを目的としています。

グローバル化の進む社会への対処のしかたを学んだり，社会との実践的なかかわり方を学べる科目，社会と専門

分野の関係性，現代社会における学問のあり方，専門分野どうしの関係性を学べる科目，実践・体験を重んじる科

目が用意されています。これらの科目を履修することにより，専門教育だけでは身につけることのできない，深く

豊かな教養を持つ人間になってください。

― ―

ナンバリングを活用し，履修計画を立ててみる

全ての科目にナンバリングを導入しています。（履修要覧〔ガイド・資料編〕 参照）付されている数字が難易

度の目安となります。科目ごとのシラバスやナンバリングを参考にして，必要な教養を身につけることができるよ

う，履修計画を立ててください。

なお，開講科目担当表に記載されたナンバリングには意味があります。 ～ の表を参考にしてください。

学際的な科目を受講して広範かつ専門的な視野をもつことができる

上智大学の全学共通科目の顕著な特色は，それらの科目が原則として，本学のいずれかの学部学科に所属してい

る専任教員によって開講されていることです。そのため，各開講科目のテーマと内容には，本学の各研究分野の専

門的な特色が反映されています。したがって，漫然と授業を受ければ一般的な教養が習得されるという類のものと

は異なり，どの授業でも，学生諸君の積極的な受講態度が求められています。

上智大学の全学共通科目の中には，本学のルーツとアイデンティティ，地球環境問題，人権問題や平和問題など，

専門分野の枠を超えた広い視野に触れることができる学際的な科目が多数開講されています。

学際的な総合分野から個別の専門分野までにわたるこれら広範な科目群は， 学部を擁する総合大学としての上

智大学が豊富な人材と研究機構をもち，そこに所属する人々が専門性を保持しながら，「キリスト教ヒューマニズ

ム」を基盤として全学的な協力関係をつくることで実現されるものです。本学の全学共通科目にそうした科目群が

開講され，すべての学生諸君が利用できるということは，他では得ることのできない貴重な機会です。ぜひともこ

の教育資源を十分に活用して，自分の中に豊かな人間性を育て，「他者のために，他者とともに生きる人間」（

）となってください。
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．全学共通科目の選択必修，選択科目履修方法について

項の全学共通教育における使命に基づき，本学では多領域にわたって科目群や科目数を整え，充実したかたちで

開講している。したがって学生はその一つの領域に偏ることなく，できるだけ幅広く履修し，また，専攻分野との有

機的な関連づけを考慮し，学際的な理解を深める機会とするなど，各自が個性的で調和のとれた履修形態を主体的に

選択することが強く望まれる。

全学共通科目（選択必修・選択）は，基本的には専攻の学科科目と並行して履修することによってその成果が期待

されるものである。したがって学生は，うわべだけの履修に終わりがちな短期間での過密・集中的な履修を避け，ま

た無計画で便宜的かつ安易な履修に堕すことなく，「コース・メニュー」を組み立てるなど，各自の関心に応じてあ

る程度系統だった実のある履修形態を主体的に工夫することが強く期待される。

なお，学生は自分のニーズに合った適正な履修方法を考えるに当たって，所属学科の教員はもとより，全学共通科

目担当教員の助言を求めることができる。

．全学共通科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングについては履修要覧〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

．履修登録について

所定の期間に各自で行うこと。クラス指定や必修科目であっても自動的に登録されないので，十分注意すること。

履修登録については，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～および各ページの履修上の注意，「 （

に掲載）」，「履修登録クイックナビ（新入生のみ配布）」を必ず参照すること。

．重複履修について

同一科目を 回以上履修しても，卒業に必要な単位として認められない。

同一科目とは，原則として科目コードが同じ科目である。

．抽選科目について

開講科目担当表の備考欄に［○名］というようにカッコで囲まれた定員数が記載されていて， の時間割表上

に赤字で表記されている科目が抽選科目である。

抽選科目の履修登録方法については履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～および「 （ に掲載）」，

「履修登録クイックナビ（新入生のみ配布）」を参照すること。

なお，選択科目は 学期に 科目まで，高学年向け教養科目は 学期に 科目まで（集中講義除く）しか当選しない。
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― ― ― ―

．全学共通科目の選択必修，選択科目履修方法について

項の全学共通教育における使命に基づき，本学では多領域にわたって科目群や科目数を整え，充実したかたちで

開講している。したがって学生はその一つの領域に偏ることなく，できるだけ幅広く履修し，また，専攻分野との有

機的な関連づけを考慮し，学際的な理解を深める機会とするなど，各自が個性的で調和のとれた履修形態を主体的に

選択することが強く望まれる。

全学共通科目（選択必修・選択）は，基本的には専攻の学科科目と並行して履修することによってその成果が期待

されるものである。したがって学生は，うわべだけの履修に終わりがちな短期間での過密・集中的な履修を避け，ま

た無計画で便宜的かつ安易な履修に堕すことなく，「コース・メニュー」を組み立てるなど，各自の関心に応じてあ

る程度系統だった実のある履修形態を主体的に工夫することが強く期待される。

なお，学生は自分のニーズに合った適正な履修方法を考えるに当たって，所属学科の教員はもとより，全学共通科

目担当教員の助言を求めることができる。

．全学共通科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングについては履修要覧〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

．履修登録について

所定の期間に各自で行うこと。クラス指定や必修科目であっても自動的に登録されないので，十分注意すること。

履修登録については，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～および各ページの履修上の注意，「 （

に掲載）」，「履修登録クイックナビ（新入生のみ配布）」を必ず参照すること。

．重複履修について

同一科目を 回以上履修しても，卒業に必要な単位として認められない。

同一科目とは，原則として科目コードが同じ科目である。

．抽選科目について

開講科目担当表の備考欄に［○名］というようにカッコで囲まれた定員数が記載されていて， の時間割表上

に赤字で表記されている科目が抽選科目である。

抽選科目の履修登録方法については履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～および「 （ に掲載）」，

「履修登録クイックナビ（新入生のみ配布）」を参照すること。

なお，選択科目は 学期に 科目まで，高学年向け教養科目は 学期に 科目まで（集中講義除く）しか当選しない。
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全学共通科目

（構成および履修上の規定）

※国際教養学部，理工英語コースについては全学共通科目の構成が異なる。詳細はそれぞれの「

」を参照すること。

※各自の該当する学部・年次を確認した上で該当するページを参照すること。

─ 15 ─

02_全学共通科目.indd   15 2020/03/13   15:18:06



― ―

全学共通科目の構成および履修上の規定 

年次生以降 ※総合グローバル学部（ 年次生以前）は ，総合人間科学部看護学科（ 年次生以前）は 参照

※文学部英文学科，外国語学部英語学科，総合グローバル学部（ 年次以前），総合人間科学部看護学科（ 年次以前）

の学生は全学共通科目の構成や履修上の規定が異なるため，各自の所属学科の構成表・履修上の規定を参照すること。

国際教養学部・理工学部英語コースについては，各「 」を参照すること。

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目 ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目

（ 単位）

建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界

高学年向け教養科目（ ・ 年次に履修）

（文学部英文学科，外国語学部英語学科）
履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目 ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目

（ 単位）

建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界

高学年向け教養科目（ ・ 年次に履修）

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位）を修得しなければならない。必修科目を卒業に

必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。詳細については， ～

を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については，高学年向け教養科目（ 単位）も含め，合計 単位（文学部英文学科，外国

語学部英語学科は 単位）履修すること。

①科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・語学科目（ ～）については， 単位までを全学共通科目の選択科目として充当することができる。

②「高学年向け教養科目」（ ）（ 単位）は ・ 年次に履修しなくてはならない。 単位を超えて履修した場合には，

選択科目に充当することができる。

・学科が教育上その必要性を認めたときには，必修科目を除く全学共通科目の中から 単位までを学科の指定に従

い，学科科目として充当することができる。ただし，学科により取り扱いが異なるので所属学科の「履修上の注

意」等の頁を参照すること（特に記載のない場合には認められていない）。

― ―

（総合グローバル学部（ 年次生以前））

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目 ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位）を修得しなければならない。必修科目を卒業

に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当することはできない。

） 選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。詳細については， ～

を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・語学科目（ ～）については， 単位までを全学共通科目の選択科目として充当することができる。
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― ―

全学共通科目の構成および履修上の規定 

年次生以降 ※総合グローバル学部（ 年次生以前）は ，総合人間科学部看護学科（ 年次生以前）は 参照

※文学部英文学科，外国語学部英語学科，総合グローバル学部（ 年次以前），総合人間科学部看護学科（ 年次以前）

の学生は全学共通科目の構成や履修上の規定が異なるため，各自の所属学科の構成表・履修上の規定を参照すること。

国際教養学部・理工学部英語コースについては，各「 」を参照すること。

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目 ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目

（ 単位）

建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界

高学年向け教養科目（ ・ 年次に履修）

（文学部英文学科，外国語学部英語学科）
履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目 ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目

（ 単位）

建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界

高学年向け教養科目（ ・ 年次に履修）

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位）を修得しなければならない。必修科目を卒業に

必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。詳細については， ～

を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については，高学年向け教養科目（ 単位）も含め，合計 単位（文学部英文学科，外国

語学部英語学科は 単位）履修すること。

①科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・語学科目（ ～）については， 単位までを全学共通科目の選択科目として充当することができる。

②「高学年向け教養科目」（ ）（ 単位）は ・ 年次に履修しなくてはならない。 単位を超えて履修した場合には，

選択科目に充当することができる。

・学科が教育上その必要性を認めたときには，必修科目を除く全学共通科目の中から 単位までを学科の指定に従

い，学科科目として充当することができる。ただし，学科により取り扱いが異なるので所属学科の「履修上の注

意」等の頁を参照すること（特に記載のない場合には認められていない）。

― ―

（総合グローバル学部（ 年次生以前））

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目 ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位）を修得しなければならない。必修科目を卒業

に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当することはできない。

） 選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。詳細については， ～

を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・語学科目（ ～）については， 単位までを全学共通科目の選択科目として充当することができる。
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― ―

（総合人間科学部看護学科（ 年次生以前））

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目
外国語科目（ 単位）

ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界，学全科目

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位），「外国語科目」（ 単位）を修得しなければな

らない。必修科目を卒業に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当

することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。詳細については， ～

を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

― ―

～ 年次生 ※理工学部 年次生は 参照

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目
外国語科目（ 単位）

ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界，学全科目

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位），「外国語科目」（ 単位）を修得しなければな

らない。必修科目を卒業に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当

することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。

詳細については， ～を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・学科が教育上その必要性を認めたときには，必修科目を除く全学共通科目の中から 単位までを学科の指定に従

い，学科科目として充当することができる。ただし，学科により取り扱いが異なるので所属学科の「履修上の注意」

等の頁を参照すること（特に記載のない場合には認められていない）。
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（総合人間科学部看護学科（ 年次生以前））

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目
外国語科目（ 単位）

ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界，学全科目

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位），「外国語科目」（ 単位）を修得しなければな

らない。必修科目を卒業に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当

することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。詳細については， ～

を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

― ―

～ 年次生 ※理工学部 年次生は 参照

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目
外国語科目（ 単位）

ウエルネスと身体（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界，学全科目

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位），「外国語科目」（ 単位）を修得しなければな

らない。必修科目を卒業に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を選択必修科目及び選択科目に充当

することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。

詳細については， ～を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・学科が教育上その必要性を認めたときには，必修科目を除く全学共通科目の中から 単位までを学科の指定に従

い，学科科目として充当することができる。ただし，学科により取り扱いが異なるので所属学科の「履修上の注意」

等の頁を参照すること（特に記載のない場合には認められていない）。
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― ―

理工学部 年次生

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目
外国語科目（ 単位）

ウエルネスと身体（ 単位），情報リテラシー演習（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界，学全科目

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位），「情報リテラシー演習」（ 単位），「外国語科

目」（ 単位）を修得しなければならない。必修科目を卒業に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を

選択必修科目及び選択科目に充当することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。

詳細については， ～を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・学科が教育上その必要性を認めたときには，必修科目を除く全学共通科目の中から 単位までを学科の指定に従

い，学科科目として充当することができる。ただし，学科により取り扱いが異なるので所属学科の「履修上の注意」

等の頁を参照すること（特に記載のない場合には認められていない）。

全学共通科目

（履修上の注意）

※以下の対照表を参考にして，各自の該当するページを参照すること。

履修度 科目（群） 年次生以降

～ 年次生

※除く理工学部

年次生

理工学部

年次生

必修
ウエルネスと身体（ ～） ○ ○ ○

情報リテラシー演習（ ～） × × ○

選択必修 キリスト教人間学科目（ ～） ○ ○ ○

選択 高学年向け教養科目（ ）
○

※欄外注 参照
× ×

注 ：ただし，総合グローバル学部（ 年次生以前）および看護学科（ 年次生以前）は除く
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― ―

理工学部 年次生

全学共通科目の構成

履修度 科 目 群 合計必要単位数

必修科目
外国語科目（ 単位）

ウエルネスと身体（ 単位），情報リテラシー演習（ 単位）

選択必修科目 キリスト教人間学科目

選択科目 建学の理念，思索の基盤，人間と文化，共生と世界，学全科目

全学共通科目履修上の規定

）必修科目について

全学共通科目の必修科目については，「ウエルネスと身体」（ 単位），「情報リテラシー演習」（ 単位），「外国語科

目」（ 単位）を修得しなければならない。必修科目を卒業に必要な単位数を超えて履修しても，その超過分の単位を

選択必修科目及び選択科目に充当することはできない。

）選択必修科目について

全学共通科目の選択必修科目については，キリスト教人間学科目の中から 単位履修すること。（原則として 年次

生で履修すること。） 単位を超えて履修した場合には，選択科目に充当することができる。

詳細については， ～を参照すること。

）選択科目について

全学共通科目の選択科目については， 単位履修すること。

科目群は，「建学の理念」「思索の基盤」「人間と文化」「共生と世界」の中から履修すること。

・学科が教育上その必要性を認めたときには，必修科目を除く全学共通科目の中から 単位までを学科の指定に従

い，学科科目として充当することができる。ただし，学科により取り扱いが異なるので所属学科の「履修上の注意」

等の頁を参照すること（特に記載のない場合には認められていない）。

全学共通科目

（履修上の注意）

※以下の対照表を参考にして，各自の該当するページを参照すること。

履修度 科目（群） 年次生以降

～ 年次生

※除く理工学部

年次生

理工学部

年次生

必修
ウエルネスと身体（ ～） ○ ○ ○

情報リテラシー演習（ ～） × × ○

選択必修 キリスト教人間学科目（ ～） ○ ○ ○

選択 高学年向け教養科目（ ）
○

※欄外注 参照
× ×

注 ：ただし，総合グローバル学部（ 年次生以前）および看護学科（ 年次生以前）は除く
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― ―

「ウエルネスと身体」（必修）履修上の注意 

必修科目について

年次生

印授 業 科 目 単 位 履 修 時 間

ウエルネスと身体 週 コマ，春学期または秋学期

受講クラスについて

） 「ウエルネスと身体」は学科ごとに指定された曜日・時限で複数のクラスに分けて授業を行う。

下記日時に，各自が受講するクラスと登録コードを にて掲示するので，掲示を確認してから履修登録期間

中に各自で登録を行うこと。

〔掲示日時〕 月 日（月）正午 「学事センター（教務）掲示板」にて発表

（春学期に履修する学生を対象としたクラスのみ掲示。秋学期に履修する学生のクラスは 月下旬に同掲示板に

て掲示を行うので，各自確認のうえ登録すること。）

＜注意＞指定されたクラスで受講すること。また，クラスの変更は認められないので十分注意すること。

） 特別の事情がない限り，定められた年次（原則として 年次）に履修すること。ただし，ドイツ文・フランス文・

ドイツ語・フランス語学科のドイツ語・フランス語既習者及び哲学科等で，必修の学科科目と時間割が重複した場

合に限り，受講クラスの変更を認める場合があるので，時間割が重複した場合は，必ず授業開始前に保健体育研究

室事務室（ 号館 階 号室）まで相談に来ること。

） 「特別クラス」での受講を希望するものは，＜ 年次生・ 年次生以前共通＞の ）を参照すること。

年次生以前

受講クラスについて

年次生以前で単位を修得していない学生は， 年次生対象の「ウエルネスと身体」を履修すること。

春学期開講科目の受講希望者は， 月 日（水） － ，秋学期開講科目の受講希望者は， 月 日（水）

－ 号館 保健体育会議室（ ）において受講クラスの決定を行うので必ず来室すること（先着順受付，人

数制限あり）。受講クラスが決定した学生は，その場で追加登録の許可用紙を交付するので，下記期限までに学事セ

ンターに提出すること。

＜許可用紙提出期間＞

春学期開講クラス 月 日（月）～ 日（金）まで（窓口時間内）

秋学期開講クラス 月 日（月）～ 月 日（金）まで（窓口時間内）

※再履修者は， で履修登録することができないので，許可用紙提出期間内に必ず許可用紙を提出すること。

※提出期間内に許可用紙の提出がない場合は，許可を得ていても履修登録できず無効となるので注意すること。ま

た，提出された場合でも既に で登録されている科目と曜日・時限が重複する場合や，最高履修限度を超え

てしまう場合は登録できないので，履修登録エラーのないように注意すること。

※割り当てられた受講クラスの変更は原則として認められない。

※「特別クラス」での受講を希望するものは，下記 ）を参照すること。

年次生・ 年次生以前共通

） 初回授業について

ｱ 指定された時間帯および教室に平服で集合し，ガイダンスに出席すること。

ｲ ガイダンスには，テキスト，筆記用具， × の顔写真を持参すること。

ｳ テキスト『身体のリベラルアーツ』は，春・秋とも，各学期のはじめに購入し初回の授業に必ず持参すること（秋

学期分は秋学期に販売する）。

― ―

） 「特別クラス」について

ｱ 心身の健康障害その他の理由で，指定された「ウエルネスと身体」クラスを履修することが困難である学生のた

めに，秋学期金曜日 時限に開講する。

ｲ 受講希望者は，指定されたクラスの授業開始以前に，保健体育研究室事務室（ 号館 階 室）まで来室すること。

担当教員と相談のうえ，受講可否の決定後，初回授業の翌日から履修登録修正期間内に各自 で履修登録を行

うこと。（登録コードは

ｳ 特別クラス初回授業は， 月 日（金） 時限に 号館 階 室でガイダンスを行う。

〔保健体育に関する掲示について〕
保健体育科目に関する学生への連絡は， 掲示板の「授業掲示板」「学事センター（教務）掲示板」および体育

館第 更衣室脇掲示板（保健体育掲示板），保健体育研究室事務室前掲示板に掲示する。

保健体育掲示板の位置は下図のとおり。
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「ウエルネスと身体」（必修）履修上の注意 

必修科目について

年次生

印授 業 科 目 単 位 履 修 時 間

ウエルネスと身体 週 コマ，春学期または秋学期

受講クラスについて

） 「ウエルネスと身体」は学科ごとに指定された曜日・時限で複数のクラスに分けて授業を行う。

下記日時に，各自が受講するクラスと登録コードを にて掲示するので，掲示を確認してから履修登録期間

中に各自で登録を行うこと。

〔掲示日時〕 月 日（月）正午 「学事センター（教務）掲示板」にて発表

（春学期に履修する学生を対象としたクラスのみ掲示。秋学期に履修する学生のクラスは 月下旬に同掲示板に

て掲示を行うので，各自確認のうえ登録すること。）

＜注意＞指定されたクラスで受講すること。また，クラスの変更は認められないので十分注意すること。

） 特別の事情がない限り，定められた年次（原則として 年次）に履修すること。ただし，ドイツ文・フランス文・

ドイツ語・フランス語学科のドイツ語・フランス語既習者及び哲学科等で，必修の学科科目と時間割が重複した場

合に限り，受講クラスの変更を認める場合があるので，時間割が重複した場合は，必ず授業開始前に保健体育研究

室事務室（ 号館 階 号室）まで相談に来ること。

） 「特別クラス」での受講を希望するものは，＜ 年次生・ 年次生以前共通＞の ）を参照すること。

年次生以前

受講クラスについて

年次生以前で単位を修得していない学生は， 年次生対象の「ウエルネスと身体」を履修すること。

春学期開講科目の受講希望者は， 月 日（水） － ，秋学期開講科目の受講希望者は， 月 日（水）

－ 号館 保健体育会議室（ ）において受講クラスの決定を行うので必ず来室すること（先着順受付，人

数制限あり）。受講クラスが決定した学生は，その場で追加登録の許可用紙を交付するので，下記期限までに学事セ

ンターに提出すること。

＜許可用紙提出期間＞

春学期開講クラス 月 日（月）～ 日（金）まで（窓口時間内）

秋学期開講クラス 月 日（月）～ 月 日（金）まで（窓口時間内）

※再履修者は， で履修登録することができないので，許可用紙提出期間内に必ず許可用紙を提出すること。

※提出期間内に許可用紙の提出がない場合は，許可を得ていても履修登録できず無効となるので注意すること。ま

た，提出された場合でも既に で登録されている科目と曜日・時限が重複する場合や，最高履修限度を超え

てしまう場合は登録できないので，履修登録エラーのないように注意すること。

※割り当てられた受講クラスの変更は原則として認められない。

※「特別クラス」での受講を希望するものは，下記 ）を参照すること。

年次生・ 年次生以前共通

） 初回授業について

ｱ 指定された時間帯および教室に平服で集合し，ガイダンスに出席すること。

ｲ ガイダンスには，テキスト，筆記用具， × の顔写真を持参すること。

ｳ テキスト『身体のリベラルアーツ』は，春・秋とも，各学期のはじめに購入し初回の授業に必ず持参すること（秋

学期分は秋学期に販売する）。

― ―

） 「特別クラス」について

ｱ 心身の健康障害その他の理由で，指定された「ウエルネスと身体」クラスを履修することが困難である学生のた

めに，秋学期金曜日 時限に開講する。

ｲ 受講希望者は，指定されたクラスの授業開始以前に，保健体育研究室事務室（ 号館 階 室）まで来室すること。

担当教員と相談のうえ，受講可否の決定後，初回授業の翌日から履修登録修正期間内に各自 で履修登録を行

うこと。（登録コードは

ｳ 特別クラス初回授業は， 月 日（金） 時限に 号館 階 室でガイダンスを行う。

〔保健体育に関する掲示について〕
保健体育科目に関する学生への連絡は， 掲示板の「授業掲示板」「学事センター（教務）掲示板」および体育

館第 更衣室脇掲示板（保健体育掲示板），保健体育研究室事務室前掲示板に掲示する。

保健体育掲示板の位置は下図のとおり。
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― ―

「情報リテラシー演習」（必修）履修上の注意 

理工学部 年次生

※上記の学生で必修科目「情報リテラシー演習」の単位を修得していない場合

学科によって以下のとおり履修クラスが異なっているので注意すること。

）情報理工学科

＝選択科目「情報リテラシー（情報学）」を履修し，「情報リテラシー演習」（必修）の単位に充当すること。

）上記以外の学科

＝選択科目「情報リテラシー（一般）」（もしくは「情報リテラシー（一般・英語）」）を履修し，「情報リテラシー

演習」（必修）の単位に充当すること。

なお，「情報リテラシー（一般）」，「情報リテラシー（一般・英語）」，「情報リテラシー（情報学）」はすべて抽選科

目となるので，各自，抽選科目登録期間に登録すること。

― ―

「キリスト教人間学科目」（選択必修）履修上の注意 

～ 年次生

「キリスト教人間学」科目群の共通講義概要

上智大学は，創立以来，キリスト教ヒューマニズムに基づく人間教育を基本理念としており，

，すなわち，他者と共に生き，他者に奉仕し，社会をより良く変革する人間を育成することに努めている。それは，

自己の成長に真摯に取り組み，他者とのかかわりを大切にし，倫理的思考・判断力を備え，超越的価値にも目を開きつつ，

地球的な視野に立って，より人間的な世界を築き上げることのできる人間を育成することである。このような教育目標の具

現に必要とされる，固有な学びの視点を培うために，本学ではユニバーシティ・アイデンティティ科目として「キリスト教

人間学」科目群を設け，選択必修科目として全学部の学生に履修を課している。

「キリスト教人間学」科目群は，より詳しくは以下のような共通理念に基づいて開設，運営される。

．「キリスト教人間学」は，「人間性の諸次元をあますところなく見つめ，全人類の連帯を倦むことなく追求する現

代のキリスト教ヒューマニズム」を支柱とする，本学の建学精神の発露であり，本学の教育のコア科目である。

．「キリスト教人間学」は，キリスト教的な観点から，人間の超越性に開かれた哲学・倫理学・宗教学を基盤に，

諸科学の成果などをも援用しつつ，人間存在の総合的な理解をめざし，「人間とその生き方」を探求することを

旨とする。

．「キリスト教人間学」は，各自の思想や人間性の発展の基礎であることから，受講者が自ら問い，考え，選び，

行動するという自覚的で主体的な営みがとくに重視される。

．「キリスト教人間学」は，受講者一人ひとりがそれぞれに見合った仕方で「人間とは何か」，「生きる意味とは何

か」など，人間性の根本問題に主体的に取り組むため，以下の手段によって履修を支援する。

履修上の目安として，「思索の基盤を深める」「キリスト教の精神に学ぶ」「人間として生きる」「よりよい世界を

つくる」の 基本区分を設ける。

より高い選択性担保の一環として，「春学期開講」と「秋学期開講」の区別を活かし，原則として，「春」「秋」

それぞれ 科目ずつ，計 単位を履修する。

さらなる学びの道を開くため，選択必修 単位分を超えて履修した科目は，全学共通科目の選択科目として，「卒

業のために必要な単位数」への算定を可能とする。

「キリスト教人間学」科目群の共通評価基準

何らかの試験を実施し，出席を毎回確認する。欠席が 回を超えた場合には，原則として成績評価の対象としない。

履修ブロック

年次生は下記の指定されたブロックから履修すること。指定ブロック以外の科目を履修することはできない。原則と

して 年次生のうちに 科目 単位（春学期 科目 単位，秋学期 科目 単位）を履修すること。 年次生以前は全てのブロッ

クの科目を履修することができる。

ブロック 学部学科 曜日時限

文学部（哲，史，国文，新聞），理工学部（英語コースを除く） 火曜 時限

総合人間科学部，外国語学部（イスパニア語，ポルトガル語），総合グローバル学

部
火曜 時限

神学部，文学部（英文，ドイツ文，フランス文），法学部，外国語学部（ロシア語） 金曜 時限

経済学部，外国語学部（英語，ドイツ語，フランス語，） 金曜 時限

国際教養学部，理工学部英語コース 火曜 時限
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― ―

「情報リテラシー演習」（必修）履修上の注意 

理工学部 年次生

※上記の学生で必修科目「情報リテラシー演習」の単位を修得していない場合

学科によって以下のとおり履修クラスが異なっているので注意すること。

）情報理工学科

＝選択科目「情報リテラシー（情報学）」を履修し，「情報リテラシー演習」（必修）の単位に充当すること。

）上記以外の学科

＝選択科目「情報リテラシー（一般）」（もしくは「情報リテラシー（一般・英語）」）を履修し，「情報リテラシー

演習」（必修）の単位に充当すること。

なお，「情報リテラシー（一般）」，「情報リテラシー（一般・英語）」，「情報リテラシー（情報学）」はすべて抽選科

目となるので，各自，抽選科目登録期間に登録すること。

― ―

「キリスト教人間学科目」（選択必修）履修上の注意 

～ 年次生

「キリスト教人間学」科目群の共通講義概要

上智大学は，創立以来，キリスト教ヒューマニズムに基づく人間教育を基本理念としており，

，すなわち，他者と共に生き，他者に奉仕し，社会をより良く変革する人間を育成することに努めている。それは，

自己の成長に真摯に取り組み，他者とのかかわりを大切にし，倫理的思考・判断力を備え，超越的価値にも目を開きつつ，

地球的な視野に立って，より人間的な世界を築き上げることのできる人間を育成することである。このような教育目標の具

現に必要とされる，固有な学びの視点を培うために，本学ではユニバーシティ・アイデンティティ科目として「キリスト教

人間学」科目群を設け，選択必修科目として全学部の学生に履修を課している。

「キリスト教人間学」科目群は，より詳しくは以下のような共通理念に基づいて開設，運営される。

．「キリスト教人間学」は，「人間性の諸次元をあますところなく見つめ，全人類の連帯を倦むことなく追求する現

代のキリスト教ヒューマニズム」を支柱とする，本学の建学精神の発露であり，本学の教育のコア科目である。

．「キリスト教人間学」は，キリスト教的な観点から，人間の超越性に開かれた哲学・倫理学・宗教学を基盤に，

諸科学の成果などをも援用しつつ，人間存在の総合的な理解をめざし，「人間とその生き方」を探求することを

旨とする。

．「キリスト教人間学」は，各自の思想や人間性の発展の基礎であることから，受講者が自ら問い，考え，選び，

行動するという自覚的で主体的な営みがとくに重視される。

．「キリスト教人間学」は，受講者一人ひとりがそれぞれに見合った仕方で「人間とは何か」，「生きる意味とは何

か」など，人間性の根本問題に主体的に取り組むため，以下の手段によって履修を支援する。

履修上の目安として，「思索の基盤を深める」「キリスト教の精神に学ぶ」「人間として生きる」「よりよい世界を

つくる」の 基本区分を設ける。

より高い選択性担保の一環として，「春学期開講」と「秋学期開講」の区別を活かし，原則として，「春」「秋」

それぞれ 科目ずつ，計 単位を履修する。

さらなる学びの道を開くため，選択必修 単位分を超えて履修した科目は，全学共通科目の選択科目として，「卒

業のために必要な単位数」への算定を可能とする。

「キリスト教人間学」科目群の共通評価基準

何らかの試験を実施し，出席を毎回確認する。欠席が 回を超えた場合には，原則として成績評価の対象としない。

履修ブロック

年次生は下記の指定されたブロックから履修すること。指定ブロック以外の科目を履修することはできない。原則と

して 年次生のうちに 科目 単位（春学期 科目 単位，秋学期 科目 単位）を履修すること。 年次生以前は全てのブロッ

クの科目を履修することができる。

ブロック 学部学科 曜日時限

文学部（哲，史，国文，新聞），理工学部（英語コースを除く） 火曜 時限

総合人間科学部，外国語学部（イスパニア語，ポルトガル語），総合グローバル学

部
火曜 時限

神学部，文学部（英文，ドイツ文，フランス文），法学部，外国語学部（ロシア語） 金曜 時限

経済学部，外国語学部（英語，ドイツ語，フランス語，） 金曜 時限

国際教養学部，理工学部英語コース 火曜 時限
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― ―

履修方法について

キリスト教人間学科目は全て抽選科目である。抽選エントリー期間に各自，登録を行なうこと。第 希望科目の抽選に

外れた場合は，第 ，第 希望…と順次抽選が行われる。抽選エントリーの際には，指定ブロック内の全ての科目に優先順

位をつけないと登録できないので，あらかじめ履修希望する順位を決めておくこと。

― ―

「選択科目」履修上の注意 

履修上の注意

・抽選科目の場合は，抽選エントリー期間に各自，登録を行うこと。

・抽選のエントリー方法は，学期中毎週行う授業と，集中講義の科目とでカテゴリーが分かれている。エントリーはカテ

ゴリーごとに最大 科目まで可能である。

・抽選の段階においては，抽選に当選する上限科目数は各学期 科目となっている。

・集中講義は，他の科目と同様，登録は通常の履修登録期間の際に行うこと。詳しい日程・教室は 「学事センター

（教務）掲示板」を参照すること。

・各科目の履修上の条件等については，開講科目一覧表の備考欄及びシラバスを参照すること。

・受講者が多数になり，教室の定員を鑑みて収容できない場合は，抽選科目でなくとも登録を制限する場合がある。

・ 国際教養学部，理工学部英語コースの学生は履修方法が異なる。詳細はそれぞれの「

」を参照すること。

年次生以前

・「学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）」は 年度より廃止となりました。

「高学年向け教養科目」（選択）履修上の注意 

年次生以降 ※看護学科（ 年次生以前），総合グローバル学部（ 年次生以前）を除く

履修上の注意

・卒業に必要な 単位を超えて履修した場合は，選択科目に充当することができる。

・抽選科目の場合は，抽選エントリー期間に各自，登録を行うこと。

・抽選のエントリー方法は，学期中毎週行う授業と，集中講義の科目とでカテゴリーが分かれている。エントリーはカテ

ゴリーごとに最大 科目まで可能である。

・年次に関わらず，どの時間帯の科目も履修可能。

・集中講義は，他の科目と同様，登録は通常の履修登録期間の際に行うこと。詳しい日程・教室は 「学事センター

（教務）掲示板」を参照すること。

・看護学科（ 年次生以前），総合グローバル学部（ 年次生以前）の学生は原則として履修できない。履修できる科目

に関しては備考に注として示しているが，卒業要件にはならない。

・ 国際教養学部，理工学部英語コースの学生は，それぞれの「 」も参照するこ

と。
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― ―

履修方法について

キリスト教人間学科目は全て抽選科目である。抽選エントリー期間に各自，登録を行なうこと。第 希望科目の抽選に

外れた場合は，第 ，第 希望…と順次抽選が行われる。抽選エントリーの際には，指定ブロック内の全ての科目に優先順

位をつけないと登録できないので，あらかじめ履修希望する順位を決めておくこと。

― ―

「選択科目」履修上の注意 

履修上の注意

・抽選科目の場合は，抽選エントリー期間に各自，登録を行うこと。

・抽選のエントリー方法は，学期中毎週行う授業と，集中講義の科目とでカテゴリーが分かれている。エントリーはカテ

ゴリーごとに最大 科目まで可能である。

・抽選の段階においては，抽選に当選する上限科目数は各学期 科目となっている。

・集中講義は，他の科目と同様，登録は通常の履修登録期間の際に行うこと。詳しい日程・教室は 「学事センター

（教務）掲示板」を参照すること。

・各科目の履修上の条件等については，開講科目一覧表の備考欄及びシラバスを参照すること。

・受講者が多数になり，教室の定員を鑑みて収容できない場合は，抽選科目でなくとも登録を制限する場合がある。

・ 国際教養学部，理工学部英語コースの学生は履修方法が異なる。詳細はそれぞれの「

」を参照すること。

年次生以前

・「学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）」は 年度より廃止となりました。

「高学年向け教養科目」（選択）履修上の注意 

年次生以降 ※看護学科（ 年次生以前），総合グローバル学部（ 年次生以前）を除く

履修上の注意

・卒業に必要な 単位を超えて履修した場合は，選択科目に充当することができる。

・抽選科目の場合は，抽選エントリー期間に各自，登録を行うこと。

・抽選のエントリー方法は，学期中毎週行う授業と，集中講義の科目とでカテゴリーが分かれている。エントリーはカテ

ゴリーごとに最大 科目まで可能である。

・年次に関わらず，どの時間帯の科目も履修可能。

・集中講義は，他の科目と同様，登録は通常の履修登録期間の際に行うこと。詳しい日程・教室は 「学事センター

（教務）掲示板」を参照すること。

・看護学科（ 年次生以前），総合グローバル学部（ 年次生以前）の学生は原則として履修できない。履修できる科目

に関しては備考に注として示しているが，卒業要件にはならない。

・ 国際教養学部，理工学部英語コースの学生は，それぞれの「 」も参照するこ

と。
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― ―

全学共通科目〔必修科目〕ウエルネスと身体

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

曜

日

時

限
担 当 者

外

国

語

学科・クラス

全
学
共
通
科
目
〔
必
修
科
目
〕

ウ
エ
ル
ネ
ス
と
身
体

ウエルネスと身体 春 月

鈴 木 守

島 崎 崇 史

庄 形 篤

中 村 有 紀

原 仲 碧

ポルトガル語，機能創造理工

ウエルネスと身体 春 月

中 村 有 紀

鈴 木 守

谷 口 広 明

原 仲 碧

庄 形 篤

ドイツ文，新聞

ウエルネスと身体 春 火

庄 形 篤

谷 口 広 明

原 仲 碧

島 健

竹 村 りょうこ

心理，ドイツ語，イスパニア語

ウエルネスと身体 春 水

竹 村 りょうこ

庄 形 篤

中 村 有 紀

原 仲 碧

島 崎 崇 史

史学，社会福祉，地球環境法

ウエルネスと身体 春 水

谷 口 広 明

島 崎 崇 史

庄 形 篤

廣 瀬 立 朗

竹 村 りょうこ

中 村 有 紀

○

神，教育，国際教養（春入学）

※英語で行うクラスあり

ウエルネスと身体 春 木

鈴 木 守

中 村 有 紀

島 崎 崇 史

原 仲 碧

竹 村 りょうこ

情報理工，ロシア語

ウエルネスと身体 春 金

中 村 有 紀

庄 形 篤

谷 口 広 明

竹 村 りょうこ

島 崎 崇 史

フランス語，物質生命理工

ウエルネスと身体 秋 月

谷 口 広 明

中 村 有 紀

庄 形 篤

島 崎 崇 史

原 仲 碧

英文，社会

ウエルネスと身体 秋 月

谷 口 広 明

庄 形 篤

島 崎 崇 史

鈴 木 守

中 村 有 紀

経営

ウエルネスと身体 秋 火

谷 口 広 明

島 健

庄 形 篤

竹 村 りょうこ

原 仲 碧

看護，国際関係法

ウエルネスと身体 秋 水

谷 口 広 明

原 仲 碧

島 健

中 村 有 紀

庄 形 篤

竹 村 りょうこ

廣 瀬 立 朗 ○

総合グローバル，理工英語コース，

国際教養（秋入学）

※英語で行うクラスあり

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

曜

日

時

限
担 当 者

外

国

語

学科・クラス

全
学
共
通
科
目
〔
必
修
科
目
〕

ウ
エ
ル
ネ
ス
と
身
体

ウエルネスと身体 秋 水

竹 村 りょうこ

廣 瀬 立 朗

島 崎 崇 史

庄 形 篤

谷 口 広 明

原 仲 碧

○

哲，国文，国際教養（秋入学）

※英語で行うクラスあり

ウエルネスと身体 秋 木

鈴 木 守

竹 村 りょうこ

島 崎 崇 史

原 仲 碧

中 村 有 紀

法律

ウエルネスと身体 秋 木

原 仲 碧

中 村 有 紀

竹 村 りょうこ

鈴 木 守

島 健

島 崎 崇 史

経済，フランス文学

ウエルネスと身体 秋 金

島 健

庄 形 篤

竹 村 りょうこ

中 村 有 紀

谷 口 広 明

島 崎 崇 史

英語

ウエルネスと身体 秋 金 谷 口 広 明 特別クラス
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全
学
共
通
科
目 

に

つ

い

て
全
学
共
通
科
目
（
構
成 

お
よ
び
履
修
上
の
規
定
）
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
身
体 

（
必
修
）」
履
修
上
の
注
意
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
演
習 

（
必
修
）」
履
修
上
の
注
意
「
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
」 

科
目
群
履
修
上
の
注
意
「
選
択
科
目
」 

履
修
上
の
注
意
「
高
学
年
向
け
教
養
科
目 

（
選
択
）」
履
修
上
の
注
意

開
講
科
目
担
当
表

― ―

全学共通科目〔必修科目〕ウエルネスと身体

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

曜

日

時

限
担 当 者

外

国

語

学科・クラス

全
学
共
通
科
目
〔
必
修
科
目
〕

ウ
エ
ル
ネ
ス
と
身
体

ウエルネスと身体 春 月

鈴 木 守

島 崎 崇 史

庄 形 篤

中 村 有 紀

原 仲 碧

ポルトガル語，機能創造理工

ウエルネスと身体 春 月

中 村 有 紀

鈴 木 守

谷 口 広 明

原 仲 碧

庄 形 篤

ドイツ文，新聞

ウエルネスと身体 春 火

庄 形 篤

谷 口 広 明

原 仲 碧

島 健

竹 村 りょうこ

心理，ドイツ語，イスパニア語

ウエルネスと身体 春 水

竹 村 りょうこ

庄 形 篤

中 村 有 紀

原 仲 碧

島 崎 崇 史

史学，社会福祉，地球環境法

ウエルネスと身体 春 水

谷 口 広 明

島 崎 崇 史

庄 形 篤

廣 瀬 立 朗

竹 村 りょうこ

中 村 有 紀

○

神，教育，国際教養（春入学）

※英語で行うクラスあり

ウエルネスと身体 春 木

鈴 木 守

中 村 有 紀

島 崎 崇 史

原 仲 碧

竹 村 りょうこ

情報理工，ロシア語

ウエルネスと身体 春 金

中 村 有 紀

庄 形 篤

谷 口 広 明

竹 村 りょうこ

島 崎 崇 史

フランス語，物質生命理工

ウエルネスと身体 秋 月

谷 口 広 明

中 村 有 紀

庄 形 篤

島 崎 崇 史

原 仲 碧

英文，社会

ウエルネスと身体 秋 月

谷 口 広 明

庄 形 篤

島 崎 崇 史

鈴 木 守

中 村 有 紀

経営

ウエルネスと身体 秋 火

谷 口 広 明

島 健

庄 形 篤

竹 村 りょうこ

原 仲 碧

看護，国際関係法

ウエルネスと身体 秋 水

谷 口 広 明

原 仲 碧

島 健

中 村 有 紀

庄 形 篤

竹 村 りょうこ

廣 瀬 立 朗 ○

総合グローバル，理工英語コース，

国際教養（秋入学）

※英語で行うクラスあり

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

曜

日

時

限
担 当 者

外

国

語

学科・クラス

全
学
共
通
科
目
〔
必
修
科
目
〕

ウ
エ
ル
ネ
ス
と
身
体

ウエルネスと身体 秋 水

竹 村 りょうこ

廣 瀬 立 朗

島 崎 崇 史

庄 形 篤

谷 口 広 明

原 仲 碧

○

哲，国文，国際教養（秋入学）

※英語で行うクラスあり

ウエルネスと身体 秋 木

鈴 木 守

竹 村 りょうこ

島 崎 崇 史

原 仲 碧

中 村 有 紀

法律

ウエルネスと身体 秋 木

原 仲 碧

中 村 有 紀

竹 村 りょうこ

鈴 木 守

島 健

島 崎 崇 史

経済，フランス文学

ウエルネスと身体 秋 金

島 健

庄 形 篤

竹 村 りょうこ

中 村 有 紀

谷 口 広 明

島 崎 崇 史

英語

ウエルネスと身体 秋 金 谷 口 広 明 特別クラス
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― ―

全学共通科目〔選択必修科目〕キリスト教人間学科目

● （ ● ：

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者 ブロック

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
必
修
科
目
〕

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
科
目
／
人
間
学
系
科
目

＜思索の基盤を深める＞
キリスト教人間学（近世現代の哲学） 春 鈴 木 伸 国 名
キリスト教人間学（日本の哲学） 春 角 田 佑 一 名
キリスト教人間学（哲学と宗教） 秋 長 町 裕 司 名

キリスト教人間学（倫理学入門） 秋 白 井 雅 人 名
キリスト教人間学（科学の哲学） 秋 杉 尾 一 名
キリスト教人間学（哲学） 春 中 畑 邦 夫 名

キリスト教人間学（古代中世の哲学） 春 荻 野 弘 之 名
キリスト教人間学（日本の哲学） 秋 角 田 佑 一 名
キリスト教人間学（宗教学） 秋 寺 尾 寿 芳 名

キリスト教人間学（哲学入門） 春 芝 元 航 平 名
キリスト教人間学（キリスト教の人間理解） 春 名
キリスト教人間学（倫理学入門） 秋 白 井 雅 人 名

キリスト教人間学（哲学的人間論） 秋 芝 元 航 平 名
キリスト教人間学（倫理学概論） 秋 名
キリスト教人間学（哲学） 春 中 畑 邦 夫 名

キリスト教人間学（日本の哲学） 春 角 田 佑 一 名
キリスト教人間学（哲学の根本問題） 秋 中 畑 邦 夫 名
キリスト教人間学（美の哲学） 秋 桑 原 俊 介 名

キリスト教人間学（宗教学） 秋 寺 尾 寿 芳 名

キリスト教人間学（哲学の根本問題） 休講

キリスト教人間学（日本の哲学） 休講

キリスト教人間学（東洋の自然観） 休講

キリスト教人間学（キリスト教の人間理解） 休講

キリスト教人間学（倫理学概論） 休講

＜キリスト教の精神に学ぶ＞
キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 春 酒 井 陽 介 名

キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 春 名
キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 秋 森 裕 子 名
キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 秋 名

キリスト教人間学（聖書と戦争） 春 田 中 健 三 名
キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 春 森 裕 子 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 秋 石 原 良 明 名

キリスト教人間学（聖書と戦争） 秋 田 中 健 三 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 春 石 原 良 明 名
キリスト教人間学（新約聖書入門） 春 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 春 森 裕 子 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 秋 石 原 良 明 名
キリスト教人間学（新約聖書入門） 秋 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 春 酒 井 陽 介 名
キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 春 名
キリスト教人間学（イエスとその神） 秋 光 延 一 郎 名

キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 秋 森 裕 子 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 休講
キリスト教人間学（新約聖書入門） 休講

キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 休講
キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 休講
キリスト教人間学（仏教とキリスト教） 休講

キリスト教人間学（聖書にみる人間観） 休講
キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 休講

＜人間として生きる＞

キリスト教人間学（キリスト教と文学） 春 片 山 はるひ 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 春 原 敬 子 名
キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） 春 武 田 なほみ 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（キリスト教と文学） 秋 片 山 はるひ 名
キリスト教人間学（愛の人間学） 秋 小 山 英 之 名

キリスト教人間学（生活の中のジェンダー） 春 平 尾 桂 子 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（愛の人間学） 春 小 山 英 之 名

キリスト教人間学（死生学入門） 春 寺 尾 寿 芳 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 秋 原 敬 子 名

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者 ブロック

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
必
修
科
目
〕

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
科
目
／
人
間
学
系
科
目

キリスト教人間学（いのちの倫理：展望） 秋 竹 内 修 一 名

キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） 秋 武 田 なほみ 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 田 村 和 子 名
キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） 春 武 田 なほみ 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 中 畑 邦 夫 名
キリスト教人間学（キリスト教と文学） 秋 片 山 はるひ 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 秋 原 敬 子 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 田 村 和 子 名
キリスト教人間学（キリスト教と文学） 春 片 山 はるひ 名
キリスト教人間学（愛の人間学） 春 小 山 英 之 名

キリスト教人間学（死生学入門） 春 寺 尾 寿 芳 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 田 村 和 子 名
キリスト教人間学（生活の中のジェンダー） 秋 平 尾 桂 子 名

キリスト教人間学（愛の人間学） 秋 小 山 英 之 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 休講
キリスト教人間学（いのちの倫理：原点） 休講

キリスト教人間学（死生学入門） 休講
キリスト教人間学（死生学入門） 休講

＜よりよい世界をつくる＞

キリスト教人間学（キリスト教と人権） 春 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名

キリスト教人間学（平和学入門） 秋 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（キリスト教と人権） 秋 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（キリスト教と人権） 春 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 秋 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（キリスト教と人権） 秋 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学
（キリスト教的人間観と現代社会の諸問題）

春 光 延 一 郎 名

キリスト教人間学（倫理学） 春 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｾﾌ 名

キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 秋 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（グローバライゼーションの現状と思想） 秋 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｾﾌ 名

キリスト教人間学（キリスト教と人権） 春 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 秋 吉 川 ま み 名

キリスト教人間学（キリスト教と人権） 秋 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（現代倫理の諸問題） 休講
キリスト教人間学（現代倫理の諸問題） 休講

キリスト教人間学（平和学入門） 休講
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 休講
キリスト教人間学（暴力と人間） 休講

＜キリスト教人間学＞ ※注 参照

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 酒 井 陽 介 ○ 名

秋 寺 田 俊 郎 ○ 名

秋 鈴 木 伸 国 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

休講

休講

休講

＜ （ ＞

（ 国際教養学部・理工英語コース生用
春 〇 ［ 名］

春 ○ 名

春 ○ 名
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開
講
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目
担
当
表

― ―

全学共通科目〔選択必修科目〕キリスト教人間学科目

● （ ● ：

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者 ブロック

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
必
修
科
目
〕

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
科
目
／
人
間
学
系
科
目

＜思索の基盤を深める＞
キリスト教人間学（近世現代の哲学） 春 鈴 木 伸 国 名
キリスト教人間学（日本の哲学） 春 角 田 佑 一 名
キリスト教人間学（哲学と宗教） 秋 長 町 裕 司 名

キリスト教人間学（倫理学入門） 秋 白 井 雅 人 名
キリスト教人間学（科学の哲学） 秋 杉 尾 一 名
キリスト教人間学（哲学） 春 中 畑 邦 夫 名

キリスト教人間学（古代中世の哲学） 春 荻 野 弘 之 名
キリスト教人間学（日本の哲学） 秋 角 田 佑 一 名
キリスト教人間学（宗教学） 秋 寺 尾 寿 芳 名

キリスト教人間学（哲学入門） 春 芝 元 航 平 名
キリスト教人間学（キリスト教の人間理解） 春 名
キリスト教人間学（倫理学入門） 秋 白 井 雅 人 名

キリスト教人間学（哲学的人間論） 秋 芝 元 航 平 名
キリスト教人間学（倫理学概論） 秋 名
キリスト教人間学（哲学） 春 中 畑 邦 夫 名

キリスト教人間学（日本の哲学） 春 角 田 佑 一 名
キリスト教人間学（哲学の根本問題） 秋 中 畑 邦 夫 名
キリスト教人間学（美の哲学） 秋 桑 原 俊 介 名

キリスト教人間学（宗教学） 秋 寺 尾 寿 芳 名

キリスト教人間学（哲学の根本問題） 休講

キリスト教人間学（日本の哲学） 休講

キリスト教人間学（東洋の自然観） 休講

キリスト教人間学（キリスト教の人間理解） 休講

キリスト教人間学（倫理学概論） 休講

＜キリスト教の精神に学ぶ＞
キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 春 酒 井 陽 介 名

キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 春 名
キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 秋 森 裕 子 名
キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 秋 名

キリスト教人間学（聖書と戦争） 春 田 中 健 三 名
キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 春 森 裕 子 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 秋 石 原 良 明 名

キリスト教人間学（聖書と戦争） 秋 田 中 健 三 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 春 石 原 良 明 名
キリスト教人間学（新約聖書入門） 春 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 春 森 裕 子 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 秋 石 原 良 明 名
キリスト教人間学（新約聖書入門） 秋 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 春 酒 井 陽 介 名
キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 春 名
キリスト教人間学（イエスとその神） 秋 光 延 一 郎 名

キリスト教人間学（キリスト教と音楽） 秋 森 裕 子 名
キリスト教人間学（旧約聖書入門） 休講
キリスト教人間学（新約聖書入門） 休講

キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 休講
キリスト教人間学（福音としてのキリスト教） 休講
キリスト教人間学（仏教とキリスト教） 休講

キリスト教人間学（聖書にみる人間観） 休講
キリスト教人間学（キリスト教の礼拝とシンボル） 休講

＜人間として生きる＞

キリスト教人間学（キリスト教と文学） 春 片 山 はるひ 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 春 原 敬 子 名
キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） 春 武 田 なほみ 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（キリスト教と文学） 秋 片 山 はるひ 名
キリスト教人間学（愛の人間学） 秋 小 山 英 之 名

キリスト教人間学（生活の中のジェンダー） 春 平 尾 桂 子 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（愛の人間学） 春 小 山 英 之 名

キリスト教人間学（死生学入門） 春 寺 尾 寿 芳 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 秋 原 敬 子 名

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者 ブロック

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
必
修
科
目
〕

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
科
目
／
人
間
学
系
科
目

キリスト教人間学（いのちの倫理：展望） 秋 竹 内 修 一 名

キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） 秋 武 田 なほみ 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 田 村 和 子 名
キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） 春 武 田 なほみ 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 中 畑 邦 夫 名
キリスト教人間学（キリスト教と文学） 秋 片 山 はるひ 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 秋 原 敬 子 名

キリスト教人間学（かかわりの人間学） 春 田 村 和 子 名
キリスト教人間学（キリスト教と文学） 春 片 山 はるひ 名
キリスト教人間学（愛の人間学） 春 小 山 英 之 名

キリスト教人間学（死生学入門） 春 寺 尾 寿 芳 名
キリスト教人間学（かかわりの人間学） 秋 田 村 和 子 名
キリスト教人間学（生活の中のジェンダー） 秋 平 尾 桂 子 名

キリスト教人間学（愛の人間学） 秋 小 山 英 之 名
キリスト教人間学（祈りの人間学） 休講
キリスト教人間学（いのちの倫理：原点） 休講

キリスト教人間学（死生学入門） 休講
キリスト教人間学（死生学入門） 休講

＜よりよい世界をつくる＞

キリスト教人間学（キリスト教と人権） 春 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名

キリスト教人間学（平和学入門） 秋 瀬 本 正 之 名
キリスト教人間学（キリスト教と人権） 秋 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（キリスト教と人権） 春 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 秋 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（キリスト教と人権） 秋 久 保 文 彦 名

キリスト教人間学
（キリスト教的人間観と現代社会の諸問題）

春 光 延 一 郎 名

キリスト教人間学（倫理学） 春 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｾﾌ 名

キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 秋 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（グローバライゼーションの現状と思想） 秋 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｾﾌ 名

キリスト教人間学（キリスト教と人権） 春 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（環境教育） 春 吉 川 ま み 名
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 秋 吉 川 ま み 名

キリスト教人間学（キリスト教と人権） 秋 久 保 文 彦 名
キリスト教人間学（現代倫理の諸問題） 休講
キリスト教人間学（現代倫理の諸問題） 休講

キリスト教人間学（平和学入門） 休講
キリスト教人間学（環境時代と人間の尊厳） 休講
キリスト教人間学（暴力と人間） 休講

＜キリスト教人間学＞ ※注 参照

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 酒 井 陽 介 ○ 名

秋 寺 田 俊 郎 ○ 名

秋 鈴 木 伸 国 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

休講

休講

休講

＜ （ ＞

（ 国際教養学部・理工英語コース生用
春 〇 ［ 名］

春 ○ 名

春 ○ 名
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コード
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目
〔
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必
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科
目
〕

キ
リ
ス
ト
教
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間
学
科
目
／
人
間
学
系
科
目

春 酒 井 陽 介 ○ 名

秋 寺 田 俊 郎 ○ 名

秋 鈴 木 伸 国 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

春 〇 ［ 名］

休講

休講

休講

（注 ）履修するためには 点以上（ 点以上）を目安とする。
（注 ）下記の科目は同一科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。

科目コード ナンバリング 現在開講している科目名 変更年度 科目コード 過年度開講の同一科目

キリスト教人間学（平和学入門） キリスト教人間学（平和と人間）

キリスト教人間学（聖書にみる人間観） キリスト教人間学（聖書における人間観）

キリスト教人間学（生と死の人間学） キリスト教人間学（死生学）

キリスト教人間学（環境教育） キリスト教人間学（持続可能な社会づくりと環境教育）

キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） キリスト教人間学（生と死の人間学）

― ―

全学共通科目〔選択科目〕

◎建学の理念

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

〔
選
択
科
目
〕

全
学
共
通
科
目

＜ルーツと伝統＞

上智大学（ソフィア）のルー
ツとアイデンティティ

秋
コーディネータ

吉 川 ま み
片 山 はるひ

輪講， 名

◎思索の基盤

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜哲学＞

論理の世界 秋 浅 見 昇 吾 名

結婚の哲学 秋 長 町 裕 司 名

＜倫理＞

生命倫理の世界 春 浅 見 昇 吾 名

＜宗教＞

諸宗教における自然と人間 秋
コーディネータ

原 敬 子
輪講，隔年開講， 名 ，注 参照

日本の宗教と文学 春 鎌 田 東 二 名

日本の宗教と文学 秋 鎌 田 東 二 名

◎人間と文化

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜言語文学系＞

フランス文学入門Ⅰ 春 永 井 敦 子 名

フランス文学入門Ⅱ 休講 名

ドイツ文学案内 春 中 村 朝 子 名

ヨーロッパ文学のアダプテーション 休講 輪講， 名

日本古典文学入門Ⅰ 秋 本 廣 陽 子 名 ，注 参照

日本古典文学入門Ⅱ 春 山 本 章 博 名 ，注 参照

日本古典文学入門Ⅲ 休講 名 ，隔年開講，注 参照

日本近代文学序説Ⅰ（小説） 休講 注 参照

日本近代文学序説Ⅱ（詩歌） 春 木 村 洋 注 参照

［漢文Ⅰ］中国古典入門 春 長 尾 直 茂 名 ，注 参照

［漢文Ⅱ］中国の文学と文章 休講 名 ，注 参照

［漢文Ⅲ］中国の詩文を読む 春 福 井 辰 彦 名 ，注 参照

［漢文Ⅳ］中国文学と日本文学 秋 福 井 辰 彦 名 ，注 参照

文章構成法Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 名 ，注 参照

文章構成法Ⅱ 春 中 野 遙 名 ，注 参照

文章構成法Ⅲ 休講 名 ，注 参照

文章構成法Ⅳ 秋 服 部 隆 名 ，注 参照

文章構成法Ⅴ 休講 隔年開講， 名 ，注 参照

国語表現Ⅰ 春 葛 西 太 一 名 ，注 参照

国語表現Ⅱ 春 本 廣 陽 子 名 ，注 参照

国語表現Ⅲ 秋 山 本 章 博 名 ，注 参照

国語表現Ⅳ 秋 木 村 洋 隔年開講， 名 ，注 参照

国語表現Ⅴ 秋 豊 島 正 之 名 ，注 参照

国語の歴史Ⅰ 春 服 部 隆 名 ，注 参照

国語の歴史Ⅱ 休講 名 ，注 参照

言語と人間Ⅰ 春
コーディネータ

高 橋 亮 介
輪講， 名
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開
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担
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者 ブロック

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
必
修
科
目
〕

キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
科
目
／
人
間
学
系
科
目

春 酒 井 陽 介 ○ 名

秋 寺 田 俊 郎 ○ 名

秋 鈴 木 伸 国 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

春 〇 ［ 名］

休講

休講

休講

（注 ）履修するためには 点以上（ 点以上）を目安とする。
（注 ）下記の科目は同一科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。

科目コード ナンバリング 現在開講している科目名 変更年度 科目コード 過年度開講の同一科目

キリスト教人間学（平和学入門） キリスト教人間学（平和と人間）

キリスト教人間学（聖書にみる人間観） キリスト教人間学（聖書における人間観）

キリスト教人間学（生と死の人間学） キリスト教人間学（死生学）

キリスト教人間学（環境教育） キリスト教人間学（持続可能な社会づくりと環境教育）

キリスト教人間学（ライフサイクルといのちの人間学） キリスト教人間学（生と死の人間学）

― ―

全学共通科目〔選択科目〕

◎建学の理念

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

〔
選
択
科
目
〕

全
学
共
通
科
目

＜ルーツと伝統＞

上智大学（ソフィア）のルー
ツとアイデンティティ

秋
コーディネータ

吉 川 ま み
片 山 はるひ

輪講， 名

◎思索の基盤

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜哲学＞

論理の世界 秋 浅 見 昇 吾 名

結婚の哲学 秋 長 町 裕 司 名

＜倫理＞

生命倫理の世界 春 浅 見 昇 吾 名

＜宗教＞

諸宗教における自然と人間 秋
コーディネータ

原 敬 子
輪講，隔年開講， 名 ，注 参照

日本の宗教と文学 春 鎌 田 東 二 名

日本の宗教と文学 秋 鎌 田 東 二 名

◎人間と文化

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜言語文学系＞

フランス文学入門Ⅰ 春 永 井 敦 子 名

フランス文学入門Ⅱ 休講 名

ドイツ文学案内 春 中 村 朝 子 名

ヨーロッパ文学のアダプテーション 休講 輪講， 名

日本古典文学入門Ⅰ 秋 本 廣 陽 子 名 ，注 参照

日本古典文学入門Ⅱ 春 山 本 章 博 名 ，注 参照

日本古典文学入門Ⅲ 休講 名 ，隔年開講，注 参照

日本近代文学序説Ⅰ（小説） 休講 注 参照

日本近代文学序説Ⅱ（詩歌） 春 木 村 洋 注 参照

［漢文Ⅰ］中国古典入門 春 長 尾 直 茂 名 ，注 参照

［漢文Ⅱ］中国の文学と文章 休講 名 ，注 参照

［漢文Ⅲ］中国の詩文を読む 春 福 井 辰 彦 名 ，注 参照

［漢文Ⅳ］中国文学と日本文学 秋 福 井 辰 彦 名 ，注 参照

文章構成法Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 名 ，注 参照

文章構成法Ⅱ 春 中 野 遙 名 ，注 参照

文章構成法Ⅲ 休講 名 ，注 参照

文章構成法Ⅳ 秋 服 部 隆 名 ，注 参照

文章構成法Ⅴ 休講 隔年開講， 名 ，注 参照

国語表現Ⅰ 春 葛 西 太 一 名 ，注 参照

国語表現Ⅱ 春 本 廣 陽 子 名 ，注 参照

国語表現Ⅲ 秋 山 本 章 博 名 ，注 参照

国語表現Ⅳ 秋 木 村 洋 隔年開講， 名 ，注 参照

国語表現Ⅴ 秋 豊 島 正 之 名 ，注 参照

国語の歴史Ⅰ 春 服 部 隆 名 ，注 参照

国語の歴史Ⅱ 休講 名 ，注 参照

言語と人間Ⅰ 春
コーディネータ

高 橋 亮 介
輪講， 名
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

言語と人間Ⅱ 秋
コーディネータ

高 橋 亮 介
輪講， 名

実践英語ライティング
秋 ○ 名

休講 ○

秋 和 泉 伸 一 〇 ［ 名］，英語学科生履修不可

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜歴史文化系＞

歴史学Ⅰ（日本史） 春 西 岡 芳 文 名

歴史学Ⅱ（東洋史） 春 笹 川 裕 典 名

歴史学Ⅲ（西洋史） 秋 中 川 亜 希 名

日本史 休講 名

東洋史 春 宮 古 文 尋 名

西洋史 春 坂 野 正 則 名

文化人類学Ⅰａ 春 綾 部 真 雄 名

文化人類学Ⅰａ 春 大 川 真由子 名

文化人類学Ⅰｂ 秋 綾 部 真 雄 名

文化人類学Ⅰｂ 秋 大 川 真由子 名

東南アジア研究入門 春 桐ヶ谷 賢 一 名

南アジア研究入門 春 名

アフリカ研究入門 春 眞 城 百 華 名

東南アジア史入門Ⅰ 春 根 本 敬 名 ，注 参照

東南アジア史入門Ⅱ 秋 丸 井 雅 子 名

中東イスラーム研究入門Ⅰ 春 山 口 昭 彦 名 ，注 参照

中東イスラーム研究入門Ⅱ 秋 澤 江 史 子 名

秋 ○
イエズス会特別海外招聘客員教員担当科

目

秋 ○
イエズス会特別海外招聘客員教員担当科

目

秋 ○
イエズス会特別海外招聘客員教員担当科

目

春 倉 田 正 充 ○

音楽の歴史Ⅰ 休講 隔年開講， 名

音楽の歴史Ⅱ 秋 北 川 森 央 隔年開講， 名 ，注 参照

西洋美術史Ⅰ 春 豊 田 唯 名

西洋美術史Ⅱ 秋 岸 みづき 名

ナショナリズムと芸術 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名

地域研究の最前線 春
コーディネータ

安 達 祐 子

輪講， 名 ，一部の回で英語使用の場

合あり

イスパニア語圏の歴史と今 秋
コーディネータ

幡 谷 則 子

輪講， 名 ，イスパニア語学科生履修

不可

ロシア社会 秋 名

現代中央アジア論 春 湯 浅 剛

東アジア研究入門 春 権 香 淑 名

世界文化遺産（アンコール・

ワット遺跡）
春 ニム・ソティーブン 名

世界文化遺産（ナンマトル遺跡） 片 岡 修 夏期集中講義

東アジアの諸問題とイエズス会教育

（上智・西江共同開講科目）
秋

具 正 謨

光 延 一 郎
輪講，事前選抜あり，一部海外実習あり

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

実
技
科
目

＜身体文化系＞

テニス初級 春 竹 村 りょうこ 名 ，注 ・ 参照

テニス 休講 名 ，注 ・ 参照

テニス 秋 竹 村 りょうこ 名 ，注 ・ 参照

テニス 休講 名 ，注 ・ 参照

水泳 春 島 健 名 ，注 ・ 参照

サッカー 春 原 仲 碧 名 ，注 ・ 参照

サッカー 休講 名 ，注 ・ 参照

フットサル 秋 原 仲 碧 名 ，注 ・ 参照

フットサル 休講 名 ，注 ・ 参照

卓球 秋 島 崎 崇 史 名 ，注 ・ 参照

ソフトボール 休講 名 ，注 ・ 参照

ソフトボール 春 島 崎 崇 史 名 ，注 ・ 参照

バレーボール初級 春 竹 内 寿 朗 名 ，注 ・ 参照

バレーボール 春 竹 内 寿 朗 名 ，注 ・ 参照

バレーボール 秋 竹 内 寿 朗 名 ，注 ・ 参照

バレーボール 休講 名 ，注 ・ 参照

フライングディスク入門 休講 名 ，注 ・ 参照

フライングディスク 春 師 岡 文 男 名 ，注 ・ 参照

フライングディスク 休講 名 ，注 ・ 参照

バドミントン入門 春 中 村 有 紀 名 ，注 ・ 参照

バドミントン 春 庄 形 篤 名 ，注 ・ 参照

バドミントン 秋 中 村 有 紀 名 ，注 ・ 参照

エアロビクス 春 池 田 美知子 名 ，注 ・ 参照

エアロビクス 秋 池 田 美知子 名 ，注 ・ 参照

エアロビクス＆トータルフィットネス 春 池 田 美知子 名 ，注 ・ 参照

レクリエーショナル・ニュースポーツ 春 谷 口 広 明 名 ，注 ・ 参照

ダンスパフォーマンス 秋 國 寳 真 美 名 ，注 ・ 参照

バスケットボール 春 木 塚 孝 幸 名 ，注 ・ 参照

バスケットボール 秋 山 崎 紀 春 名 ，注 ・ 参照

アダプテッド・スポーツ 秋 庄 形 篤 名 ，注 ・ 参照

演
習
科
目

日本の身体技法の理論と実践 秋 長谷川 智 名

ヨーガの理論と実践

ラージャヨーガからヨーガ
の日本的展開

春 長谷川 智 名

救急法の理論と実践 休講 名

自己変容のための神経生理
学Ⅰ

春 藤 本 靖 名

自己変容のための神経生理
学Ⅱ

秋 藤 本 靖
名 注）「自己変容のための神経生理

学Ⅰ」履修者優先

スキースポーツの理論と実践 秋 谷 口 広 明 他
輪講，☆（ 名），注 参照，学外実習あ
り，初回授業は剣道場

スクーバ・ダイビングの理論と実践 春 島 健
☆（ 名），注 参照，学外実習あり，初

回授業は剣道場

身体知演習 ボディーワーク 休講 名

身体知演習 ボディーワーク 休講 名

身体知演習 ヨガ 休講 名

講
義
科
目

ソマティック（身心）教育入門 休講 名

健康づくりの科学 秋 島 崎 崇 史 名

健康と身体運動の科学入門 休講

現代文化としてのスポーツⅠ 春 コーディネータ

竹村 りょうこ
輪講， 名

現代文化としてのスポーツⅡ 秋 原 仲 碧 輪講， 名

知としての身体を考える 休講 輪講， 名

人間と運動・スポーツ 春 鈴 木 守 名

レジャー・スポーツ・レクリエーション論 休講 名

食から見た，ウエルネスと身体 秋 河 合 彰 子 名

＜基礎科学系＞

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

宇宙の科学 春 吉 田 慎一郎 名 ，理工学部生履修不可

宇宙の科学 秋 吉 田 慎一郎 名 ，理工学部生履修不可
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

言語と人間Ⅱ 秋
コーディネータ

高 橋 亮 介
輪講， 名

実践英語ライティング
秋 ○ 名

休講 ○

秋 和 泉 伸 一 〇 ［ 名］，英語学科生履修不可

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜歴史文化系＞

歴史学Ⅰ（日本史） 春 西 岡 芳 文 名

歴史学Ⅱ（東洋史） 春 笹 川 裕 典 名

歴史学Ⅲ（西洋史） 秋 中 川 亜 希 名

日本史 休講 名

東洋史 春 宮 古 文 尋 名

西洋史 春 坂 野 正 則 名

文化人類学Ⅰａ 春 綾 部 真 雄 名

文化人類学Ⅰａ 春 大 川 真由子 名

文化人類学Ⅰｂ 秋 綾 部 真 雄 名

文化人類学Ⅰｂ 秋 大 川 真由子 名

東南アジア研究入門 春 桐ヶ谷 賢 一 名

南アジア研究入門 春 名

アフリカ研究入門 春 眞 城 百 華 名

東南アジア史入門Ⅰ 春 根 本 敬 名 ，注 参照

東南アジア史入門Ⅱ 秋 丸 井 雅 子 名

中東イスラーム研究入門Ⅰ 春 山 口 昭 彦 名 ，注 参照

中東イスラーム研究入門Ⅱ 秋 澤 江 史 子 名

秋 ○
イエズス会特別海外招聘客員教員担当科

目

秋 ○
イエズス会特別海外招聘客員教員担当科

目

秋 ○
イエズス会特別海外招聘客員教員担当科

目

春 倉 田 正 充 ○

音楽の歴史Ⅰ 休講 隔年開講， 名

音楽の歴史Ⅱ 秋 北 川 森 央 隔年開講， 名 ，注 参照

西洋美術史Ⅰ 春 豊 田 唯 名

西洋美術史Ⅱ 秋 岸 みづき 名

ナショナリズムと芸術 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名

地域研究の最前線 春
コーディネータ

安 達 祐 子

輪講， 名 ，一部の回で英語使用の場

合あり

イスパニア語圏の歴史と今 秋
コーディネータ

幡 谷 則 子

輪講， 名 ，イスパニア語学科生履修

不可

ロシア社会 秋 名

現代中央アジア論 春 湯 浅 剛

東アジア研究入門 春 権 香 淑 名

世界文化遺産（アンコール・

ワット遺跡）
春 ニム・ソティーブン 名

世界文化遺産（ナンマトル遺跡） 片 岡 修 夏期集中講義

東アジアの諸問題とイエズス会教育

（上智・西江共同開講科目）
秋

具 正 謨

光 延 一 郎
輪講，事前選抜あり，一部海外実習あり

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

実
技
科
目

＜身体文化系＞

テニス初級 春 竹 村 りょうこ 名 ，注 ・ 参照

テニス 休講 名 ，注 ・ 参照

テニス 秋 竹 村 りょうこ 名 ，注 ・ 参照

テニス 休講 名 ，注 ・ 参照

水泳 春 島 健 名 ，注 ・ 参照

サッカー 春 原 仲 碧 名 ，注 ・ 参照

サッカー 休講 名 ，注 ・ 参照

フットサル 秋 原 仲 碧 名 ，注 ・ 参照

フットサル 休講 名 ，注 ・ 参照

卓球 秋 島 崎 崇 史 名 ，注 ・ 参照

ソフトボール 休講 名 ，注 ・ 参照

ソフトボール 春 島 崎 崇 史 名 ，注 ・ 参照

バレーボール初級 春 竹 内 寿 朗 名 ，注 ・ 参照

バレーボール 春 竹 内 寿 朗 名 ，注 ・ 参照

バレーボール 秋 竹 内 寿 朗 名 ，注 ・ 参照

バレーボール 休講 名 ，注 ・ 参照

フライングディスク入門 休講 名 ，注 ・ 参照

フライングディスク 春 師 岡 文 男 名 ，注 ・ 参照

フライングディスク 休講 名 ，注 ・ 参照

バドミントン入門 春 中 村 有 紀 名 ，注 ・ 参照

バドミントン 春 庄 形 篤 名 ，注 ・ 参照

バドミントン 秋 中 村 有 紀 名 ，注 ・ 参照

エアロビクス 春 池 田 美知子 名 ，注 ・ 参照

エアロビクス 秋 池 田 美知子 名 ，注 ・ 参照

エアロビクス＆トータルフィットネス 春 池 田 美知子 名 ，注 ・ 参照

レクリエーショナル・ニュースポーツ 春 谷 口 広 明 名 ，注 ・ 参照

ダンスパフォーマンス 秋 國 寳 真 美 名 ，注 ・ 参照

バスケットボール 春 木 塚 孝 幸 名 ，注 ・ 参照

バスケットボール 秋 山 崎 紀 春 名 ，注 ・ 参照

アダプテッド・スポーツ 秋 庄 形 篤 名 ，注 ・ 参照

演
習
科
目

日本の身体技法の理論と実践 秋 長谷川 智 名

ヨーガの理論と実践

ラージャヨーガからヨーガ
の日本的展開

春 長谷川 智 名

救急法の理論と実践 休講 名

自己変容のための神経生理
学Ⅰ

春 藤 本 靖 名

自己変容のための神経生理
学Ⅱ

秋 藤 本 靖
名 注）「自己変容のための神経生理

学Ⅰ」履修者優先

スキースポーツの理論と実践 秋 谷 口 広 明 他
輪講，☆（ 名），注 参照，学外実習あ
り，初回授業は剣道場

スクーバ・ダイビングの理論と実践 春 島 健
☆（ 名），注 参照，学外実習あり，初

回授業は剣道場

身体知演習 ボディーワーク 休講 名

身体知演習 ボディーワーク 休講 名

身体知演習 ヨガ 休講 名

講
義
科
目

ソマティック（身心）教育入門 休講 名

健康づくりの科学 秋 島 崎 崇 史 名

健康と身体運動の科学入門 休講

現代文化としてのスポーツⅠ 春 コーディネータ

竹村 りょうこ
輪講， 名

現代文化としてのスポーツⅡ 秋 原 仲 碧 輪講， 名

知としての身体を考える 休講 輪講， 名

人間と運動・スポーツ 春 鈴 木 守 名

レジャー・スポーツ・レクリエーション論 休講 名

食から見た，ウエルネスと身体 秋 河 合 彰 子 名

＜基礎科学系＞

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

思考と表現 宮 川 優 ［ 名］， 年次生のみ履修可

宇宙の科学 春 吉 田 慎一郎 名 ，理工学部生履修不可

宇宙の科学 秋 吉 田 慎一郎 名 ，理工学部生履修不可
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

講
義
科
目

身近な物理 秋

桑 原 英 樹

江 馬 一 弘

大 概 東 巳

坂 間 弘

輪講， 名 ，理工学部生履修不可

ナノテクノロジー 秋
坂 間 弘

下 村 和 彦
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

技術の歴史 秋 長 嶋 利 夫 名 ，理工学部生履修不可，注 参照

数学入門Ⅰ 秋 平 田 均 名 ，理工学部生・経済学科生履修不可

数学入門Ⅱ 春 辻 元 理工学部生・経済学科生履修不可

現代数学 春 中 島 俊 樹 名

現代数学 秋 角 皆 宏

図形の世界 春 大 城 佳奈子

数の世界 秋 角 皆 宏

現代物理学の世界

（ノーベル賞のインパクト）
春

星 野 正 光

黒 江 晴 彦

平 野 哲 文

輪講， 名

現代物理学の世界

（ノーベル賞とテクノロジー）
秋

星 野 正 光

黒 江 晴 彦

平 野 哲 文

輪講， 名

化学と生活Ⅰ－物質の理解－ 春 南 部 伸 孝 名 ，理工学部生履修不可

化学と生活Ⅱ－身のまわりの化学－ 秋
鈴 木 教 之

内 田 寛
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

化学と生活Ⅲ－環境と生命－ 春

臼 杵 豊 展

長 尾 宏 隆

橋 本 剛

輪講， 名 ，理工学部生履修不可

自然科学史Ⅰ 春 吉 田 幸 司 名

自然科学史Ⅱ 秋 山 口 ま り 名

留学準備講座 李ウォンギョン 名

留学準備講座 杉 浦 未希子 名

留学準備講座 水 谷 裕 佳 名

留学準備講座 水 谷 裕 佳 名

留学帰国生支援講座 休講 ☆（ 名），注 参照

つくるⅠ（キャリア形成Ⅰ） 秋

コーディネータ

黒 江 晴 彦

高 橋 和 夫

富 樫 理 恵

五 味 靖

輪講， 名 ，理工学部同窓会連携講座

◎共生と世界

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜地球環境系＞

野外活動と環境 休講 名 ，学外実習あり

環境問題と科学技術 春
コーディネータ

後 藤 貴 行
輪講， 名 ，

地球環境学Ⅰ 春
コーディネータ

井 上 直 己
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

地球環境学Ⅱ 秋
コーディネータ

柴 田 晋 吾
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

地球環境と科学技術Ⅰ 春
コーディネータ

安 納 住 子
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

地球環境と科学技術Ⅱ 秋
コーディネータ

柘 植 隆 宏
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜生命社会系＞

入門毒物学 春 笹 川 展 幸 名

脳とホルモンの行動学 春 千 葉 篤 彦 名

発生生物学入門 春 安 増 茂 樹 名

環境分子生物学入門 春 神 澤 信 行 名 ，物質生命理工学科生履修不可

心理学ⅠＡ 春 平 尾 元 尚 名 ，注 参照

心理学ⅠＢ 秋 平 尾 元 尚 名 ，注 参照

心理学入門 春 石 井 辰 典 名 ，注 参照

心理学入門 春 大 谷 保 和 名 ，注 参照

心理学入門 春 石 井 辰 典 名 ，注 参照

心理学入門 秋 大 谷 保 和 名 ，注 参照

秋 駒 井 章 治 ○ 名 ，注 参照

国際サービスラーニング論 春 伊 藤 高 章 名

国際サービスラーニング論 秋 伊 藤 高 章 名

赤十字と国際活動 秋
コーディネータ

吉 野 八 重
輪講， 名 ，日本赤十字連携講座

＜人権平和系＞

憲法 春 吉 川 和 宏
名 ，神･文･総合人間･外国語学部対

象，法学部生履修不可

憲法 秋 玉 巻 弘 光
［ 名］，経済･理工・総合グローバル・

国際教養学部対象，法学部生履修不可

憲法 春 巻 美矢紀 名 ，法学部生履修不可

法律学 秋 筑 紫 圭 一 名 ，法学部生履修不可

政治学 休講 名 ，法学部生履修不可

国際政治史入門 春 宮 城 大 蔵 名

春 荻 単 崇 世 ○ 名

国際機構論 秋 中 内 政 貴 名

オリンピック・パラリンピック概論 春 師 岡 文 男 他 輪講， 名

パラアスリートと考える障がい者

スポーツと共生社会
春

コーディネータ

谷 口 広 明

輪講， 名 ，あいおいニッセイ同和損

害保険（株）連携講座

共生する社会と身体・スポーツ 春
コーディネータ

島 健
輪講， 名

共生社会創生論 春
コーディネータ

新 藤 こずえ
名

グローバル・コンサーンと平和の促進 休講 輪講，隔年開講， 名

グローバル社会への招待 秋 水 谷 裕 佳 名 ，注 参照

グローバル社会への招待 休講 名 ，注 参照

東 大 作 ○ 名

休講 東 大 作 ○ 名

立場の心理学
マジョリティの特権を考える

春 出 口 真紀子 名 ，注 参照

立場の心理学
マジョリティの特権を考える

秋 出 口 真紀子 名 ，注 参照

立場の心理学 ：
特権の自覚と行動をつなぐ

出 口 真紀子 夏期集中講義， 名 ，注 参照

アフリカにおける開発援助
とビジネス展開

秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉

輪講， 名 ，豊田通商・アフリカ開発銀
行連携講座

アフリカと開発：
アジェンダと持続可能な社会づくり

秋 山 﨑 瑛 莉 名

春 〇

秋 ○

国際緊急人道支援と強靭な社会づくり 秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉
輪講， 名 ，国際協力機構連携講座

グローバル化と国際貢献 秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉
輪講， 名
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

講
義
科
目

身近な物理 秋

桑 原 英 樹

江 馬 一 弘

大 概 東 巳

坂 間 弘

輪講， 名 ，理工学部生履修不可

ナノテクノロジー 秋
坂 間 弘

下 村 和 彦
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

技術の歴史 秋 長 嶋 利 夫 名 ，理工学部生履修不可，注 参照

数学入門Ⅰ 秋 平 田 均 名 ，理工学部生・経済学科生履修不可

数学入門Ⅱ 春 辻 元 理工学部生・経済学科生履修不可

現代数学 春 中 島 俊 樹 名

現代数学 秋 角 皆 宏

図形の世界 春 大 城 佳奈子

数の世界 秋 角 皆 宏

現代物理学の世界

（ノーベル賞のインパクト）
春

星 野 正 光

黒 江 晴 彦

平 野 哲 文

輪講， 名

現代物理学の世界

（ノーベル賞とテクノロジー）
秋

星 野 正 光

黒 江 晴 彦

平 野 哲 文

輪講， 名

化学と生活Ⅰ－物質の理解－ 春 南 部 伸 孝 名 ，理工学部生履修不可

化学と生活Ⅱ－身のまわりの化学－ 秋
鈴 木 教 之

内 田 寛
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

化学と生活Ⅲ－環境と生命－ 春

臼 杵 豊 展

長 尾 宏 隆

橋 本 剛

輪講， 名 ，理工学部生履修不可

自然科学史Ⅰ 春 吉 田 幸 司 名

自然科学史Ⅱ 秋 山 口 ま り 名

留学準備講座 李ウォンギョン 名

留学準備講座 杉 浦 未希子 名

留学準備講座 水 谷 裕 佳 名

留学準備講座 水 谷 裕 佳 名

留学帰国生支援講座 休講 ☆（ 名），注 参照

つくるⅠ（キャリア形成Ⅰ） 秋

コーディネータ

黒 江 晴 彦

高 橋 和 夫

富 樫 理 恵

五 味 靖

輪講， 名 ，理工学部同窓会連携講座

◎共生と世界

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜地球環境系＞

野外活動と環境 休講 名 ，学外実習あり

環境問題と科学技術 春
コーディネータ

後 藤 貴 行
輪講， 名 ，

地球環境学Ⅰ 春
コーディネータ

井 上 直 己
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

地球環境学Ⅱ 秋
コーディネータ

柴 田 晋 吾
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

地球環境と科学技術Ⅰ 春
コーディネータ

安 納 住 子
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

地球環境と科学技術Ⅱ 秋
コーディネータ

柘 植 隆 宏
輪講， 名 ，三菱商事（株）連携講座

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

杉 浦 未希子 ○ 名 ， プログラム科目

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

＜生命社会系＞

入門毒物学 春 笹 川 展 幸 名

脳とホルモンの行動学 春 千 葉 篤 彦 名

発生生物学入門 春 安 増 茂 樹 名

環境分子生物学入門 春 神 澤 信 行 名 ，物質生命理工学科生履修不可

心理学ⅠＡ 春 平 尾 元 尚 名 ，注 参照

心理学ⅠＢ 秋 平 尾 元 尚 名 ，注 参照

心理学入門 春 石 井 辰 典 名 ，注 参照

心理学入門 春 大 谷 保 和 名 ，注 参照

心理学入門 春 石 井 辰 典 名 ，注 参照

心理学入門 秋 大 谷 保 和 名 ，注 参照

秋 駒 井 章 治 ○ 名 ，注 参照

国際サービスラーニング論 春 伊 藤 高 章 名

国際サービスラーニング論 秋 伊 藤 高 章 名

赤十字と国際活動 秋
コーディネータ

吉 野 八 重
輪講， 名 ，日本赤十字連携講座

＜人権平和系＞

憲法 春 吉 川 和 宏
名 ，神･文･総合人間･外国語学部対

象，法学部生履修不可

憲法 秋 玉 巻 弘 光
［ 名］，経済･理工・総合グローバル・

国際教養学部対象，法学部生履修不可

憲法 春 巻 美矢紀 名 ，法学部生履修不可

法律学 秋 筑 紫 圭 一 名 ，法学部生履修不可

政治学 休講 名 ，法学部生履修不可

国際政治史入門 春 宮 城 大 蔵 名

春 荻 単 崇 世 ○ 名

国際機構論 秋 中 内 政 貴 名

オリンピック・パラリンピック概論 春 師 岡 文 男 他 輪講， 名

パラアスリートと考える障がい者

スポーツと共生社会
春

コーディネータ

谷 口 広 明

輪講， 名 ，あいおいニッセイ同和損

害保険（株）連携講座

共生する社会と身体・スポーツ 春
コーディネータ

島 健
輪講， 名

共生社会創生論 春
コーディネータ

新 藤 こずえ
名

グローバル・コンサーンと平和の促進 休講 輪講，隔年開講， 名

グローバル社会への招待 秋 水 谷 裕 佳 名 ，注 参照

グローバル社会への招待 休講 名 ，注 参照

東 大 作 ○ 名

休講 東 大 作 ○ 名

立場の心理学
マジョリティの特権を考える

春 出 口 真紀子 名 ，注 参照

立場の心理学
マジョリティの特権を考える

秋 出 口 真紀子 名 ，注 参照

立場の心理学 ：
特権の自覚と行動をつなぐ

出 口 真紀子 夏期集中講義， 名 ，注 参照

アフリカにおける開発援助
とビジネス展開

秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉

輪講， 名 ，豊田通商・アフリカ開発銀
行連携講座

アフリカと開発：
アジェンダと持続可能な社会づくり

秋 山 﨑 瑛 莉 名

春 〇

秋 ○

国際緊急人道支援と強靭な社会づくり 秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉
輪講， 名 ，国際協力機構連携講座

グローバル化と国際貢献 秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉
輪講， 名
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学
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通
科
目
〔
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択
科
目
〕

国際協力概論
日本による開発援助の潮流と仕組み

秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉
輪講， 名 ，国際協力機構連携講座

休講 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

平和構築入門 東 大 作 ［ 名］

東 大 作 ○ 名

東 大 作 ○ 名

開発教育：開発をめぐる課題を
世界はどのように学ぶのか

休講 名

自主研究（グローバル課題研究）：
人間の安全保障と平和構築

春 東 大 作 名

国際開発コンサルティング 休講 名

国際開発金融機関入門 秋 大 森 功 一 名 ，注 参照

文化復興と民族：
北米先住民の現在

秋 水 谷 裕 佳 名 ，注 参照

休講 水 谷 裕 佳 ○ 名

持続可能な開発目標（ ）を学ぶ 東 大 作 輪講， 名

日本外交政策入門 秋 今 西 淳 輪講，［ 名］

‘ ’

春 ○

‘ ’

秋 ○

春 ○

秋 ○

現代ドイツの政治 秋 河 﨑 健 ［ 名］

＜情報社会系＞

メディア・対話・レトリックⅠ 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名

メディア・対話・レトリックⅡ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名

メディア・対話・レトリックⅢ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名 ，演習

休講 ○ 名

経済学 秋 青 木 研 名 ，経済学部生履修不可

経済学 春 小 川 健 名 ，経済学部生履修不可

教養としての経済知識 秋 南 橋 尚 明 ［ 名］，経済学部生履修不可

経済と環境 秋 堀 江 哲 也 ［ 名］，経済学部生履修不可

本 田 文 子 ○ 名

経営学入門 春 ［ 名］，経済学部生履修不可

マーケティング入門 春 西 井 真祐子 ［ 名］，経済学部生履修不可

経営学入門 秋 ［ 名］，経済学部生履修不可

マーケティング入門 秋 西 井 真祐子 ［ 名］，経済学部生履修不可

簿記入門 休講 ［ 名］，経済学部生履修不可

会計学入門 秋 西 澤 茂 ［ 名］，経済学部生履修不可

企業と社会 春 河 合 憲 史 名］，経済学部生履修不可

経営社会と人間の行動 春 工 藤 悟 志 名］，経済学部生履修不可

グローバル・ビジネスの現状と課題 秋

コーディネータ

竹之内 秀 行

長谷川 知 子

輪講，選抜あり，経団連連携講座，注 参

照

企業経営論（エアライン） 秋

コーディネータ

西 澤 茂

槙 田 あずみ

森 紀 人

輪講，［ 名］， 総合研究所連携講座

社会学 春 金 崎 一 郎 名 ，神･文･総合人間科学部対象

― ―

履修度
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〔
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社会学 春 石 田 健太郎 名

社会学 秋 金 崎 一 郎 名 ，法･経･外･理工学部対象

社会学Ａ 春 藤 村 正 之 名

社会学Ｂ 秋 玉 置 佑 介 名

メディアと情報の社会学 春 松 田 美 佐 名

質問力を磨く 春 松 本 美 奈 名

質問力で社会と向き合う 秋 松 本 美 奈 名

：
〇

現代アジア社会の理解 秋 李 ウォンギョン 名

グローバルメディアと日本 秋 李 ウォンギョン 名

日常生活とデータサイエンス 田 村 恭 久 名 ， 年次生のみ履修可

日常生活とデータサイエンス 田 村 恭 久 名 ， 年次生のみ履修可

データサイエンス概論 ：

人間，社会，科学技術とデータ
鎌 田 浩 史 名 ， 年次生のみ履修可

データサイエンス概論 ：

データサイエンスの手法
鎌 田 浩 史 名 ， 年次生のみ履修可

情報リテラシー（一般） 春 林 等 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 山 中 高 夫 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 澁 谷 智 治 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 萬 代 雅 希 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 一 柳 満 久 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 久 森 紀 之 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 山 下 遥 名］，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 秋 小 川 将 克 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 秋 一 柳 満 久 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般・英語） 秋 ゴンサルベス タッド ○ 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般・英語） 秋 荒 井 隆 行 ○ 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（情報検索） 春 田 村 恭 久 隔年開講， 名

情報リテラシー（情報検索） 秋 田 村 恭 久 隔年開講， 名

情報リテラシー（社会調査と社

会調査データ分析への入門）
秋 田 渕 六 郎 名 ，理工学部生履修不可

情報リテラシー（統計処理） 休講 情報理工学科生履修不可

情報リテラシー（統計処理） 秋 野 村 一 郎 名

情報リテラシー（情報学） 春 川 端 亮 名

情報リテラシー（情報学） 春 宮 本 裕一郎 名

情報リテラシー

（データの収集・分析・利用）
秋 川 端 亮 名

情報フルエンシー

（プログラミング技法）
春 川 端 亮 名

情報フルエンシー

（プログラミング技法）
秋 川 端 亮 名

情報フルエンシー

（システム情報処理）
休講 名

情報フルエンシー

（システムコンサルティング）
秋 田 村 恭 久 名

情報フルエンシー

（情報科学と人間）
春 高 岡 詠 子 名

情報フルエンシー

（マルチメディア表現方法）
春 荒 井 隆 行 名

情報フルエンシー

（情報とネットワーク社会）
秋 萬 代 雅 希 名

情報フルエンシー

（システム開発ハッカソン）
休講 名

情報フルエンシー（教育工学） 秋 田 村 恭 久 名

情報フルエンシー

（ プログラミング）
秋 伊呂原 隆 名 ，理工学部生履修不可

情報フルエンシー（

プログラミング）
春 山 中 高 夫 名

情報フルエンシー

（ゲームプログラミング）
休講 名
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国際協力概論
日本による開発援助の潮流と仕組み

秋 コーディネータ

山 﨑 瑛 莉
輪講， 名 ，国際協力機構連携講座

休講 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

平和構築入門 東 大 作 ［ 名］

東 大 作 ○ 名

東 大 作 ○ 名

開発教育：開発をめぐる課題を
世界はどのように学ぶのか

休講 名

自主研究（グローバル課題研究）：
人間の安全保障と平和構築

春 東 大 作 名

国際開発コンサルティング 休講 名

国際開発金融機関入門 秋 大 森 功 一 名 ，注 参照

文化復興と民族：
北米先住民の現在

秋 水 谷 裕 佳 名 ，注 参照

休講 水 谷 裕 佳 ○ 名

持続可能な開発目標（ ）を学ぶ 東 大 作 輪講， 名

日本外交政策入門 秋 今 西 淳 輪講，［ 名］

‘ ’

春 ○

‘ ’

秋 ○

春 ○

秋 ○

現代ドイツの政治 秋 河 﨑 健 ［ 名］

＜情報社会系＞

メディア・対話・レトリックⅠ 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名

メディア・対話・レトリックⅡ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名

メディア・対話・レトリックⅢ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
輪講， 名 ，演習

休講 ○ 名

経済学 秋 青 木 研 名 ，経済学部生履修不可

経済学 春 小 川 健 名 ，経済学部生履修不可

教養としての経済知識 秋 南 橋 尚 明 ［ 名］，経済学部生履修不可

経済と環境 秋 堀 江 哲 也 ［ 名］，経済学部生履修不可

本 田 文 子 ○ 名

経営学入門 春 ［ 名］，経済学部生履修不可

マーケティング入門 春 西 井 真祐子 ［ 名］，経済学部生履修不可

経営学入門 秋 ［ 名］，経済学部生履修不可

マーケティング入門 秋 西 井 真祐子 ［ 名］，経済学部生履修不可

簿記入門 休講 ［ 名］，経済学部生履修不可

会計学入門 秋 西 澤 茂 ［ 名］，経済学部生履修不可

企業と社会 春 河 合 憲 史 名］，経済学部生履修不可

経営社会と人間の行動 春 工 藤 悟 志 名］，経済学部生履修不可

グローバル・ビジネスの現状と課題 秋

コーディネータ

竹之内 秀 行

長谷川 知 子

輪講，選抜あり，経団連連携講座，注 参

照

企業経営論（エアライン） 秋

コーディネータ

西 澤 茂

槙 田 あずみ

森 紀 人

輪講，［ 名］， 総合研究所連携講座

社会学 春 金 崎 一 郎 名 ，神･文･総合人間科学部対象

― ―

履修度
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開
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社会学 春 石 田 健太郎 名

社会学 秋 金 崎 一 郎 名 ，法･経･外･理工学部対象

社会学Ａ 春 藤 村 正 之 名

社会学Ｂ 秋 玉 置 佑 介 名

メディアと情報の社会学 春 松 田 美 佐 名

質問力を磨く 春 松 本 美 奈 名

質問力で社会と向き合う 秋 松 本 美 奈 名

：
〇

現代アジア社会の理解 秋 李 ウォンギョン 名

グローバルメディアと日本 秋 李 ウォンギョン 名

日常生活とデータサイエンス 田 村 恭 久 名 ， 年次生のみ履修可

日常生活とデータサイエンス 田 村 恭 久 名 ， 年次生のみ履修可

データサイエンス概論 ：

人間，社会，科学技術とデータ
鎌 田 浩 史 名 ， 年次生のみ履修可

データサイエンス概論 ：

データサイエンスの手法
鎌 田 浩 史 名 ， 年次生のみ履修可

情報リテラシー（一般） 春 林 等 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 山 中 高 夫 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 澁 谷 智 治 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 萬 代 雅 希 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 一 柳 満 久 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 久 森 紀 之 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 春 山 下 遥 名］，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 秋 小 川 将 克 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般） 秋 一 柳 満 久 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般・英語） 秋 ゴンサルベス タッド ○ 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（一般・英語） 秋 荒 井 隆 行 ○ 名 ，情報理工学科生履修不可，注 参照

情報リテラシー（情報検索） 春 田 村 恭 久 隔年開講， 名

情報リテラシー（情報検索） 秋 田 村 恭 久 隔年開講， 名

情報リテラシー（社会調査と社

会調査データ分析への入門）
秋 田 渕 六 郎 名 ，理工学部生履修不可

情報リテラシー（統計処理） 休講 情報理工学科生履修不可

情報リテラシー（統計処理） 秋 野 村 一 郎 名

情報リテラシー（情報学） 春 川 端 亮 名

情報リテラシー（情報学） 春 宮 本 裕一郎 名

情報リテラシー

（データの収集・分析・利用）
秋 川 端 亮 名

情報フルエンシー

（プログラミング技法）
春 川 端 亮 名

情報フルエンシー

（プログラミング技法）
秋 川 端 亮 名

情報フルエンシー

（システム情報処理）
休講 名

情報フルエンシー

（システムコンサルティング）
秋 田 村 恭 久 名

情報フルエンシー

（情報科学と人間）
春 高 岡 詠 子 名

情報フルエンシー

（マルチメディア表現方法）
春 荒 井 隆 行 名

情報フルエンシー

（情報とネットワーク社会）
秋 萬 代 雅 希 名

情報フルエンシー

（システム開発ハッカソン）
休講 名

情報フルエンシー（教育工学） 秋 田 村 恭 久 名

情報フルエンシー

（ プログラミング）
秋 伊呂原 隆 名 ，理工学部生履修不可

情報フルエンシー（

プログラミング）
春 山 中 高 夫 名

情報フルエンシー

（ゲームプログラミング）
休講 名
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全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

情報フルエンシー

（ によるアルゴリズムと問題解決の技法）
春 宮 本 裕一郎 名

情報フルエンシー

（ウェブ開発のための プログラミング）
休講 名 ，情報理工学科生履修不可

情報フルエンシー

（ と を用いた ページ作成技法）
秋 菊 池 昭 彦 名

情報フルエンシー

（電気回路・電子回路）
春 林 等 名

情報フルエンシー

（電気回路・電子回路）
秋 林 等 名

情報フルエンシー

（予測分析）
秋 林 等 名

マルチメディア情報社会論 春
コーディネータ

音 好 宏

矢 入 郁 子

輪講， 名

情報化社会と情報倫理 春 前 野 譲 二 名

情報と職業 秋 坂 本 明 子 名

マス・コミュニケーション論Ⅰ 春 沈 霄 虹 名

マス・コミュニケーション論Ⅱ 秋 国 枝 智 樹 名

教養としてのインテリジェンス

国際情報リテラシーの課題と方法
秋

コーディネータ

音 好 宏

阿 部 る り

輪講， 名

社会統計学

国際的な統計データの解釈
秋 藤 本 隆 史 名

ビジネスデータ分析理論

（データサイエンス基礎）
秋 大 原 佳 子

名 ，注 参照，データサイエンスプロ

グラム基礎科目

データ活用と経営戦略

（データサイエンス基礎）
秋 百 瀬 公 朗

名 ，データサイエンスプログラム基

礎科目

アナリティックスによる事業戦略

（データサイエンス応用）
春 百 瀬 公 朗

名 ，注 参照，データサイエンスプ

ログラム応用科目

プロセスマイニング実践講座 百 瀬 公 朗
名 ，夏期集中講義，注 ・ 参照，デー

タサイエンスプログラム応用科目

グローバル・ベンチャー 秋 高 橋 透 名 ，上級生優先

グローバル企業のビジネス展開

秋
コーディネータ

鈴 木 隆

輪講， 名 ，上級生優先，ボルボ・グルー

プ連携講座

革命後の社会と原理 春 金 野 索 一 名

グローバルリスクの時代 目標達

成のためのリスク管理と意思決定
秋 長 澤 和 哉 名 ， 年生以上での受講を推奨

グローバル金融証券市場分析 春 引 間 雅 史 名 ，注 参照

グローバル共生社会における金融と投資 秋 引 間 雅 史 名

現代の証券市場と上場会社 春 杉 山 佳 子 名 ，東証連携講座

企業のグローバル人材とリ－ダーシップ 秋 浦 元 義 照
輪講， 名 ，ソフィア経済人倶楽部連携

講座

キャリアディベロップメント 春 松 本 久美子 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント 春 村 上 洋 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント 春 荒 木 勉 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント 秋 村 上 洋 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント

（スキルアップ編）
秋 松 本 久美子 名 ，低学年優先

大転換期の日本企業

持続可能な社会に向けて
秋 日比谷 武 名 年次生以上優先

社会的価値創出のためのプ

ロジェクト形成論
春 戸 田 裕 昭 輪講， 名

グローバル企業のリスクと

その対応
秋

コーディネータ

杉 浦 未希子
輪講， 名 ， 連携講座

（注 ） 下記の科目は同一科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。

― ―

科目コード 現在開講している科目名 変更年度 科目コード 変更年度以前の科目名

諸宗教における自然と人間 環境と人間

技術の歴史 技術史・技術論

東南アジア研究入門 東南アジア研究入門Ⅰ

グローバル金融証券市場分析 証券投資論Ⅰ

グローバル社会への招待
グローバリゼーション入門

グローバリゼーション入門

立場の心理学 ：マジョリティの特権を考える 立場の心理学：マジョリティの特権を考える

ビジネスデータ分析理論

（データサイエンス基礎）

ビジネスデータ分析入門

（データサイエンス基礎）

文化復興と民族：

北米先住民の現在

先住民研究

先住民研究

共生社会創生論

共生社会創生論

―障がい者スポーツ・芸術を通した共生社会
の実現に向けて―

パラアスリートと考える障がい者スポーツ

と共生社会

パラリンピアンと考える障がい者スポーツ

と共生社会

国際開発金融機関入門
国際開発金融機関の基礎

国際開発金融機関入門

（注 ） 「文章構成法Ⅰ～Ⅴ」「国語表現Ⅰ～Ⅴ」については，それぞれ 単位までしか卒業に必要な単位として認められない。

ただし，国文学科の学生は，「文章構成法Ⅰ～Ⅴ」「国語表現Ⅰ～Ⅴ」については合計 単位までしか卒業に必要な単位として
認められない。

（注 ） 国文学科の学生は履修不可。ただし，交換留学生の履修については認める。

（注 ） ☆印の科目は初回授業（第 回目）で受講者を決定するための抽選を行う。したがって，初回授業で抽選結果を確認してから
履修登録を行うこと。

授業内抽選で当選した場合には，初回授業の翌日から修正登録期間内に各自 で科目の登録を行うこと。落選した場合には
登録ができない。当選した場合でも自動的に科目の登録は行われない。

（注 ） 初回授業はガイダンスを実施するので第 体育場（体育館 ）に平服で集合すること。

（注 ） 同一種目（科目コードが同じ科目）の授業は， 科目以上履修しても 科目しか卒業に必要な単位として認められない。

（注 ） 「情報リテラシー演習」，「情報リテラシー（一般）※含む英語」は同一科目であるため，重複履修不可。

（注 ） 受講にあたっては語学力と事前レポートで受講者選抜を行う。詳細は 「グローバル教育センター掲示板」に掲載するの
で確認すること。

（注 ） 「音楽の歴史Ⅰ」を修得済みであることが望ましい。

（注 ）「心理学入門」，「心理学概論（ 年度まで開講）」，「心理学 （科目コード： ， ， ）」「心理学 （科目
コード： ， ， ）」，「 」，「心理学（ 年度まで開講）」については名称
の異なる 科目（合計 単位）までしか卒業に必要な単位として認められない。

（注 ）この科目は，「データ活用と経営戦略」，「ビジネスデータ分析入門（ 年度まで開講）」または「ビジネスデータ分析理論」
を履修済みの学生が優先的に履修可能。

（注 ）この科目の履修にあたっては，「データ活用と経営戦略」，「ビジネスデータ分析入門（ 年度まで開講）」「ビジネスデータ分
析理論」のうち 科目を履修し，その成績評価が 以上であることが条件となる。

（注 ）この科目の履修にあたっては，「立場の心理学：マジョリティの特権を考える（ 年度まで開講）」もしくは「立場の心理学
：マジョリティの特権を考える」を履修済みであること。

（注 ）履修登録は春学期科目の履修登録期間に行う。詳しい日程・教室は 「学事センター（教務）掲示板」を参照すること。

─ 41 ── 40 ─

02_全学共通科目.indd   40 2020/03/13   15:18:53



全
学
共
通
科
目 

に

つ

い

て
全
学
共
通
科
目
（
構
成 

お
よ
び
履
修
上
の
規
定
）
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
身
体 

（
必
修
）」
履
修
上
の
注
意
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
演
習 

（
必
修
）」
履
修
上
の
注
意
「
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
」 

科
目
群
履
修
上
の
注
意
「
選
択
科
目
」 

履
修
上
の
注
意
「
高
学
年
向
け
教
養
科
目 

（
選
択
）」
履
修
上
の
注
意

開
講
科
目
担
当
表

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

情報フルエンシー

（ によるアルゴリズムと問題解決の技法）
春 宮 本 裕一郎 名

情報フルエンシー

（ウェブ開発のための プログラミング）
休講 名 ，情報理工学科生履修不可

情報フルエンシー

（ と を用いた ページ作成技法）
秋 菊 池 昭 彦 名

情報フルエンシー

（電気回路・電子回路）
春 林 等 名

情報フルエンシー

（電気回路・電子回路）
秋 林 等 名

情報フルエンシー

（予測分析）
秋 林 等 名

マルチメディア情報社会論 春
コーディネータ

音 好 宏

矢 入 郁 子

輪講， 名

情報化社会と情報倫理 春 前 野 譲 二 名

情報と職業 秋 坂 本 明 子 名

マス・コミュニケーション論Ⅰ 春 沈 霄 虹 名

マス・コミュニケーション論Ⅱ 秋 国 枝 智 樹 名

教養としてのインテリジェンス

国際情報リテラシーの課題と方法
秋

コーディネータ

音 好 宏

阿 部 る り

輪講， 名

社会統計学

国際的な統計データの解釈
秋 藤 本 隆 史 名

ビジネスデータ分析理論

（データサイエンス基礎）
秋 大 原 佳 子

名 ，注 参照，データサイエンスプロ

グラム基礎科目

データ活用と経営戦略

（データサイエンス基礎）
秋 百 瀬 公 朗

名 ，データサイエンスプログラム基

礎科目

アナリティックスによる事業戦略

（データサイエンス応用）
春 百 瀬 公 朗

名 ，注 参照，データサイエンスプ

ログラム応用科目

プロセスマイニング実践講座 百 瀬 公 朗
名 ，夏期集中講義，注 ・ 参照，デー

タサイエンスプログラム応用科目

グローバル・ベンチャー 秋 高 橋 透 名 ，上級生優先

グローバル企業のビジネス展開

秋
コーディネータ

鈴 木 隆

輪講， 名 ，上級生優先，ボルボ・グルー

プ連携講座

革命後の社会と原理 春 金 野 索 一 名

グローバルリスクの時代 目標達

成のためのリスク管理と意思決定
秋 長 澤 和 哉 名 ， 年生以上での受講を推奨

グローバル金融証券市場分析 春 引 間 雅 史 名 ，注 参照

グローバル共生社会における金融と投資 秋 引 間 雅 史 名

現代の証券市場と上場会社 春 杉 山 佳 子 名 ，東証連携講座

企業のグローバル人材とリ－ダーシップ 秋 浦 元 義 照
輪講， 名 ，ソフィア経済人倶楽部連携

講座

キャリアディベロップメント 春 松 本 久美子 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント 春 村 上 洋 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント 春 荒 木 勉 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント 秋 村 上 洋 名 ， 年次生優先

キャリアディベロップメント

（スキルアップ編）
秋 松 本 久美子 名 ，低学年優先

大転換期の日本企業

持続可能な社会に向けて
秋 日比谷 武 名 年次生以上優先

社会的価値創出のためのプ

ロジェクト形成論
春 戸 田 裕 昭 輪講， 名

グローバル企業のリスクと

その対応
秋

コーディネータ

杉 浦 未希子
輪講， 名 ， 連携講座

（注 ） 下記の科目は同一科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。

― ―

科目コード 現在開講している科目名 変更年度 科目コード 変更年度以前の科目名

諸宗教における自然と人間 環境と人間

技術の歴史 技術史・技術論

東南アジア研究入門 東南アジア研究入門Ⅰ

グローバル金融証券市場分析 証券投資論Ⅰ

グローバル社会への招待
グローバリゼーション入門

グローバリゼーション入門

立場の心理学 ：マジョリティの特権を考える 立場の心理学：マジョリティの特権を考える

ビジネスデータ分析理論

（データサイエンス基礎）

ビジネスデータ分析入門

（データサイエンス基礎）

文化復興と民族：

北米先住民の現在

先住民研究

先住民研究

共生社会創生論

共生社会創生論

―障がい者スポーツ・芸術を通した共生社会
の実現に向けて―

パラアスリートと考える障がい者スポーツ

と共生社会

パラリンピアンと考える障がい者スポーツ

と共生社会

国際開発金融機関入門
国際開発金融機関の基礎

国際開発金融機関入門

（注 ） 「文章構成法Ⅰ～Ⅴ」「国語表現Ⅰ～Ⅴ」については，それぞれ 単位までしか卒業に必要な単位として認められない。

ただし，国文学科の学生は，「文章構成法Ⅰ～Ⅴ」「国語表現Ⅰ～Ⅴ」については合計 単位までしか卒業に必要な単位として
認められない。

（注 ） 国文学科の学生は履修不可。ただし，交換留学生の履修については認める。

（注 ） ☆印の科目は初回授業（第 回目）で受講者を決定するための抽選を行う。したがって，初回授業で抽選結果を確認してから
履修登録を行うこと。

授業内抽選で当選した場合には，初回授業の翌日から修正登録期間内に各自 で科目の登録を行うこと。落選した場合には
登録ができない。当選した場合でも自動的に科目の登録は行われない。

（注 ） 初回授業はガイダンスを実施するので第 体育場（体育館 ）に平服で集合すること。

（注 ） 同一種目（科目コードが同じ科目）の授業は， 科目以上履修しても 科目しか卒業に必要な単位として認められない。

（注 ） 「情報リテラシー演習」，「情報リテラシー（一般）※含む英語」は同一科目であるため，重複履修不可。

（注 ） 受講にあたっては語学力と事前レポートで受講者選抜を行う。詳細は 「グローバル教育センター掲示板」に掲載するの
で確認すること。

（注 ） 「音楽の歴史Ⅰ」を修得済みであることが望ましい。

（注 ）「心理学入門」，「心理学概論（ 年度まで開講）」，「心理学 （科目コード： ， ， ）」「心理学 （科目
コード： ， ， ）」，「 」，「心理学（ 年度まで開講）」については名称
の異なる 科目（合計 単位）までしか卒業に必要な単位として認められない。

（注 ）この科目は，「データ活用と経営戦略」，「ビジネスデータ分析入門（ 年度まで開講）」または「ビジネスデータ分析理論」
を履修済みの学生が優先的に履修可能。

（注 ）この科目の履修にあたっては，「データ活用と経営戦略」，「ビジネスデータ分析入門（ 年度まで開講）」「ビジネスデータ分
析理論」のうち 科目を履修し，その成績評価が 以上であることが条件となる。

（注 ）この科目の履修にあたっては，「立場の心理学：マジョリティの特権を考える（ 年度まで開講）」もしくは「立場の心理学
：マジョリティの特権を考える」を履修済みであること。

（注 ）履修登録は春学期科目の履修登録期間に行う。詳しい日程・教室は 「学事センター（教務）掲示板」を参照すること。
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― ―

●実践型プログラム科目 ※事前選抜あり（一部通常の履修登録の方法による）。詳細は， ～を参照すること。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

アフリカに学ぶ 休講 山 﨑 瑛 莉 夏期集中講義

アフリカに学ぶ 秋 山 﨑 瑛 莉 春期集中講義

サービスラーニング・プログラム
休講

サービスラーニング・プログラム
春 廣 里 恭 史 夏期集中講義

グローバルリーダーシップ・プログラム
春 杉 浦 未希子 夏期集中講義

エストニア・スタディツアー：

持続可能な社会構築に向けた教育の可能性
秋 丸 山 英 樹 春期集中講義

インドの社会経済・人間開発に学ぶ：
南インドのケララ州を実例に

春 プテンカラム ジョンジョセフ 夏期集中講義

国際公務員をめざして
（実務型国連集中研修）

春 植 木 安 弘 夏期集中講義

国連の役割と機能
（国連集中研修プログラム）

秋 植 木 安 弘 春期集中講義

インド・サービスラーニング・プログラム 秋 伊 藤 高 章 春期集中講義

メコン経済回廊スタディツアー：
肌で感じる 共同体

春 廣 里 恭 史 夏期集中講義

北部タイ・サービスラーニン
グ・プログラム

春 廣 里 恭 史 夏期集中講義

バンコク国際機関実地研修
プログラム

秋 廣 里 恭 史 春期集中講義

ミャンマー・スタディーツアー 秋 李 ウォンギョン 春期集中講義

秋 王 川 菲 春期集中講義

メコン経済回廊スタディツアー：

肌で感じる 共同体
秋 廣 里 恭 史 春期集中講義

ジュネーブ国際機関集中研修プログ

ラム
春 植 木 安 弘 夏期集中講義

●インターンシップ科目 ※選抜あり。 ～を参照すること。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

グローバルインターンシップ

（短期）
春

コーディネータ

小 松 太 郎
夏期集中講義， 年生以上対象

グローバルインターンシップ

（短期）
秋

コーディネータ

小 松 太 郎
春期集中講義， 年生以上対象

グローバルインターンシップ

（中期）

コーディネータ

小 松 太 郎
と夏期休業中派遣

ボルボ・グループインターンシップ

春
コーディネータ

鈴 木 隆

夏期集中講義，ボルボ・グループ連携講

座， 年生以上対象

ボルボ・グループインターンシップ

休講
春期集中講義，ボルボ・グループ連携講

座

経済同友会連携インターンシップ 春 日比谷 武 夏期集中講義， 年生以上対象

経済同友会連携インターンシップ 秋 日比谷 武 春期集中講義， 年生以上対象

― ―

全学共通科目〔選択科目〕高学年向け教養科目（ 年次生以降）

※ ・ 年次で履修すること。（ 年次で履修した方が望ましい。）

※総合人間科学部看護学科（ 年次生以前），総合グローバル学部（ 年次生以前）の学生は原則として履修できない。

（履修できる科目については備考を参照すること。）

◎建学の理念

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜キリスト教精神＞

イエズス会教育と 養成Ⅰ 春 李 聖 一 他 輪講，［ 名］

イエズス会教育と 養成Ⅱ 秋 李 聖 一 ［ 名］，注 参照

カトリック社会教説とキリスト教ヒューマニズム 休講 輪講， 名

全人的和解への招きとしての

キリスト教ヒューマニズム
休講 輪講， 名

春 ○ 名

秋 ○ 名

◎思索の基盤

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜哲学＞

科学技術の哲学 春 杉 尾 一 名

＜倫理＞

グローバリゼーションの倫理学 秋 寺 田 俊 郎 名

ケアの臨床哲学 春 寺 田 俊 郎 輪講， 名

生命倫理の諸問題と現代社会 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
夏期集中講義，輪講， 名

科学技術の倫理 春 小 出 泰 士 夏期集中講義， 名

応用倫理の世界 休講

＜宗教＞

宗教思想の構造 休講 名

聖地の比較宗教学 休講 名

東西宗教芸術の伝統と今日的な宗教的霊性 春
コーディネータ

長 町 裕 司
輪講， 名

宗教思想の伝統と現代 秋
コーディネータ

長 町 裕 司
輪講， 名

宗教的人間論 秋 佐 藤 直 子 名

比較宗教史 春 寺 尾 寿 芳 名

宗教的共生論 秋 寺 尾 寿 芳 名

◎人間と文化

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜言語文化系＞

アメリカ小説と村上春樹 秋 山 口 和 彦 名

秋 ○ 名

シェイクスピアのソネット 秋 東 郷 公 德 名

＜歴史文化系＞

大陸に広がるポルトガル語圏社会で生きる・働く
コーディネータ

子 安 昭 子
輪講， 名

環境史ケーススタディ：北米地域 休講 名
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全
学
共
通
科
目 

に

つ

い

て
全
学
共
通
科
目
（
構
成 

お
よ
び
履
修
上
の
規
定
）
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
身
体 

（
必
修
）」
履
修
上
の
注
意
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
演
習 

（
必
修
）」
履
修
上
の
注
意
「
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
」 

科
目
群
履
修
上
の
注
意
「
選
択
科
目
」 

履
修
上
の
注
意
「
高
学
年
向
け
教
養
科
目 

（
選
択
）」
履
修
上
の
注
意

開
講
科
目
担
当
表

― ―

●実践型プログラム科目 ※事前選抜あり（一部通常の履修登録の方法による）。詳細は， ～を参照すること。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

アフリカに学ぶ 休講 山 﨑 瑛 莉 夏期集中講義

アフリカに学ぶ 秋 山 﨑 瑛 莉 春期集中講義

サービスラーニング・プログラム
休講

サービスラーニング・プログラム
春 廣 里 恭 史 夏期集中講義

グローバルリーダーシップ・プログラム
春 杉 浦 未希子 夏期集中講義

エストニア・スタディツアー：

持続可能な社会構築に向けた教育の可能性
秋 丸 山 英 樹 春期集中講義

インドの社会経済・人間開発に学ぶ：
南インドのケララ州を実例に

春 プテンカラム ジョンジョセフ 夏期集中講義

国際公務員をめざして
（実務型国連集中研修）

春 植 木 安 弘 夏期集中講義

国連の役割と機能
（国連集中研修プログラム）

秋 植 木 安 弘 春期集中講義

インド・サービスラーニング・プログラム 秋 伊 藤 高 章 春期集中講義

メコン経済回廊スタディツアー：
肌で感じる 共同体

春 廣 里 恭 史 夏期集中講義

北部タイ・サービスラーニン
グ・プログラム

春 廣 里 恭 史 夏期集中講義

バンコク国際機関実地研修
プログラム

秋 廣 里 恭 史 春期集中講義

ミャンマー・スタディーツアー 秋 李 ウォンギョン 春期集中講義

秋 王 川 菲 春期集中講義

メコン経済回廊スタディツアー：

肌で感じる 共同体
秋 廣 里 恭 史 春期集中講義

ジュネーブ国際機関集中研修プログ

ラム
春 植 木 安 弘 夏期集中講義

●インターンシップ科目 ※選抜あり。 ～を参照すること。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

グローバルインターンシップ

（短期）
春

コーディネータ

小 松 太 郎
夏期集中講義， 年生以上対象

グローバルインターンシップ

（短期）
秋

コーディネータ

小 松 太 郎
春期集中講義， 年生以上対象

グローバルインターンシップ

（中期）

コーディネータ

小 松 太 郎
と夏期休業中派遣

ボルボ・グループインターンシップ

春
コーディネータ

鈴 木 隆

夏期集中講義，ボルボ・グループ連携講

座， 年生以上対象

ボルボ・グループインターンシップ

休講
春期集中講義，ボルボ・グループ連携講

座

経済同友会連携インターンシップ 春 日比谷 武 夏期集中講義， 年生以上対象

経済同友会連携インターンシップ 秋 日比谷 武 春期集中講義， 年生以上対象

― ―

全学共通科目〔選択科目〕高学年向け教養科目（ 年次生以降）

※ ・ 年次で履修すること。（ 年次で履修した方が望ましい。）

※総合人間科学部看護学科（ 年次生以前），総合グローバル学部（ 年次生以前）の学生は原則として履修できない。

（履修できる科目については備考を参照すること。）

◎建学の理念

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜キリスト教精神＞

イエズス会教育と 養成Ⅰ 春 李 聖 一 他 輪講，［ 名］

イエズス会教育と 養成Ⅱ 秋 李 聖 一 ［ 名］，注 参照

カトリック社会教説とキリスト教ヒューマニズム 休講 輪講， 名

全人的和解への招きとしての

キリスト教ヒューマニズム
休講 輪講， 名

春 ○ 名

秋 ○ 名

◎思索の基盤

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜哲学＞

科学技術の哲学 春 杉 尾 一 名

＜倫理＞

グローバリゼーションの倫理学 秋 寺 田 俊 郎 名

ケアの臨床哲学 春 寺 田 俊 郎 輪講， 名

生命倫理の諸問題と現代社会 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
夏期集中講義，輪講， 名

科学技術の倫理 春 小 出 泰 士 夏期集中講義， 名

応用倫理の世界 休講

＜宗教＞

宗教思想の構造 休講 名

聖地の比較宗教学 休講 名

東西宗教芸術の伝統と今日的な宗教的霊性 春
コーディネータ

長 町 裕 司
輪講， 名

宗教思想の伝統と現代 秋
コーディネータ

長 町 裕 司
輪講， 名

宗教的人間論 秋 佐 藤 直 子 名

比較宗教史 春 寺 尾 寿 芳 名

宗教的共生論 秋 寺 尾 寿 芳 名

◎人間と文化

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜言語文化系＞

アメリカ小説と村上春樹 秋 山 口 和 彦 名

秋 ○ 名

シェイクスピアのソネット 秋 東 郷 公 德 名

＜歴史文化系＞

大陸に広がるポルトガル語圏社会で生きる・働く
コーディネータ

子 安 昭 子
輪講， 名

環境史ケーススタディ：北米地域 休講 名
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

イスパニア語圏で暮らす・働く･

活動する
秋

コーディネータ

幡 谷 則 子
輪講， 名

＜基礎科学系＞

持続可能な社会に向けた

ものづくり：自動車技術
秋

高 井 健 一

一 柳 満 久

曹 文 静

輪講， 名

ものづくり企業論

グローバル企業の実例に学ぶ
春 村 上 洋 名

ものづくり企業論

グローバル企業の実例に学ぶ
秋 村 上 洋 名

つくるⅡ（キャリア形成Ⅱ） 秋

竹 原 昭一郎

星 野 正 光

曹 文 静

名 ，同時担当，理工学部

同窓会連携講座

キャリアワークショップ

「問題解決のための思考法」
春 宇野・鈴木・堀内・髙橋

輪講， 名 ，大和総研連携講座，注 参

照，受講者数によりクラス分けの上，授

業を実施する

キャリアワークショップ

「問題解決のための思考法」
秋 宇野・鈴木・堀内・髙橋

輪講， 名 ，大和総研連携講座，注 参

照，受講者数によりクラス分けの上，授

業を実施する

先端工業化学と地球環境科学 秋
コーディネータ

木川田 喜 一
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

社会の中の数学 秋
コーディネータ

平 田 均
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

◎共生と世界

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜地球環境系＞

地球環境学への招待 春
コーディネータ

平 尾 桂 子
輪講， 名

＜生命社会系＞

心理学の最前線Ⅰ 休講 輪講，隔年開講， 名

心理学の最前線Ⅱ 春 齋 藤 慈 子 他 輪講，隔年開講， 名 春学期集中
出産と子育てに関する情報
と意思決定

秋
島 田 真理恵
礒 山 あけみ

輪講， 名

ヒューマンケアサイエンス 春

コーディネータ

笹 川 展 幸
新 倉 貴 子
久 森 紀 之

輪講， 名

現代社会と福祉的課題
コーディネータ

新 藤 こずえ
輪講， 名 ，注 参照

医療における対人関係 春 久 田 満
春学期集中講義，目白聖母キャンパスで
実施，注 ・ 参照

＜人権平和系＞

ジェンダーと法 春
コーディネータ

三 浦 ま り
輪講， 名

国際社会と法 秋 川 瀬 剛 志 名 ，法学部生履修不可

経済法・社会法の現代的課題 秋
コーディネータ

永 野 仁 美
輪講， 名

交渉学入門 春 森 下 哲 朗 名
現代日本の国際関係 春 樋 渡 由 美 名
現代日本の安全保障 秋 樋 渡 由 美 名

多文化共生社会における
・市民教育

秋
コーディネータ

酒 井 朗
輪講， 名

国家と主権：歴史，現代，未来 秋 湯 浅 剛

マイノリティとグローバル社会 休講 名
地理的境界と人々の暮らし 秋 水 谷 裕 佳 名
国際教育開発・協力論：理論，
課題と実態

休講 名

国際教育開発・協力論：理論，
課題と実態

休講 名

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

平和構築とメディア 東 大 作 名

平和構築とメディア 東 大 作 名

＜情報社会系＞

総合的戦略論の展開 秋
コーディネータ

音 好 宏
阿 部 る り

輪講， 名

社会学のフロンティア 秋
田 渕 六 郎
猿 谷 弘 江
細木 一十稔 ラルフ

輪講， 名

現代日本の生活変容 秋 藤 村 正 之
秋学期集中講義，目白聖母キャンパスで
実施，注 ・ 参照

春 ○

グローバル経済と地域 春
コーディネータ

輪講， 名

開発経済学 秋 樋 口 裕 城

新たな価値創出のために：
情報化社会における日本企業の取り組み

春

コーディネータ

來 島 愛 子
出 島 敬 久
中 里 透
竹 田 陽 介

輪講， 名 ，一財）経済広報センター
連携講座，注 参照

資本市場の役割と証券投資 春
コーディネータ

竹 内 明 香

輪講，［ 名］，野村証券連携講座，

年度開講の同科目と同一科目

グローバル・ビジネスの
フロンティア

春
コーディネータ

小 阪 玄次郎
長谷川 知 子

輪講，春学期集中講義，経団連連携講座，
注 ・ ・ 参照

秋 ○ 春学期集中講義，注 ・ 参照

秋 〇 秋学期集中講義，注 ・ 参照

大学マネジメント 秋 コーディネータ

杉 本 徹 雄
輪講， 名 ，注 参照

現代社会における情報 春 コーディネータ

川 端 亮
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

キャリアデザイン演習 春 鈴 木 美 伸 名

キャリアデザイン演習 春 松 本 久美子 名

キャリアデザイン演習 休講 名

キャリアデザイン演習 秋 松 本 久美子 名

キャリアデザイン演習
（外国人留学生対象）

春 久保田 学 名

キャリアデザイン演習
（外国人留学生対象）

秋 久保田 学 名

（注 ）下記の科目は同一科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。

科目コード 現在開講している科目名 変更年度 科目コード 変更年度以前の科目名

新たな価値創出のために：

情報化社会における日本企業の取り組み

新たな価値創出のために：

日本企業のイノベーションの取り組み
（注 ）総合グローバル学部（ 年次生以前）・看護学科（ 年次生以前）および 年次以前の学生も履修できるが，卒業要件とはな

らない。
（注 ）履修登録は通常の春学期および秋学期科目の履修登録期間に行う。講議の詳しい日程・教室は 「学事センター（教務）掲

示板」を参照すること。
（注 ）「キャリアワークショップ「問題解決のための思考法」と「ケースディスカッション「キャリアと組織」」（総合グローバル学部

開講）は同一内容科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。
（注 ）募集時期・選抜方法等の詳細は 「グローバル教育センター掲示板」に掲載するので確認すること。
（注 ）この科目の履修にあたっては「イエズス会教育と 養成Ⅰ」もしくは「上智大学（ソフィア）のルーツと

アイデンティティ」を履修済みであること。
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表

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

イスパニア語圏で暮らす・働く･

活動する
秋

コーディネータ

幡 谷 則 子
輪講， 名

＜基礎科学系＞

持続可能な社会に向けた

ものづくり：自動車技術
秋

高 井 健 一

一 柳 満 久

曹 文 静

輪講， 名

ものづくり企業論

グローバル企業の実例に学ぶ
春 村 上 洋 名

ものづくり企業論

グローバル企業の実例に学ぶ
秋 村 上 洋 名

つくるⅡ（キャリア形成Ⅱ） 秋

竹 原 昭一郎

星 野 正 光

曹 文 静

名 ，同時担当，理工学部

同窓会連携講座

キャリアワークショップ

「問題解決のための思考法」
春 宇野・鈴木・堀内・髙橋

輪講， 名 ，大和総研連携講座，注 参

照，受講者数によりクラス分けの上，授

業を実施する

キャリアワークショップ

「問題解決のための思考法」
秋 宇野・鈴木・堀内・髙橋

輪講， 名 ，大和総研連携講座，注 参

照，受講者数によりクラス分けの上，授

業を実施する

先端工業化学と地球環境科学 秋
コーディネータ

木川田 喜 一
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

社会の中の数学 秋
コーディネータ

平 田 均
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

◎共生と世界

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

＜地球環境系＞

地球環境学への招待 春
コーディネータ

平 尾 桂 子
輪講， 名

＜生命社会系＞

心理学の最前線Ⅰ 休講 輪講，隔年開講， 名

心理学の最前線Ⅱ 春 齋 藤 慈 子 他 輪講，隔年開講， 名 春学期集中
出産と子育てに関する情報
と意思決定

秋
島 田 真理恵
礒 山 あけみ

輪講， 名

ヒューマンケアサイエンス 春

コーディネータ

笹 川 展 幸
新 倉 貴 子
久 森 紀 之

輪講， 名

現代社会と福祉的課題
コーディネータ

新 藤 こずえ
輪講， 名 ，注 参照

医療における対人関係 春 久 田 満
春学期集中講義，目白聖母キャンパスで
実施，注 ・ 参照

＜人権平和系＞

ジェンダーと法 春
コーディネータ

三 浦 ま り
輪講， 名

国際社会と法 秋 川 瀬 剛 志 名 ，法学部生履修不可

経済法・社会法の現代的課題 秋
コーディネータ

永 野 仁 美
輪講， 名

交渉学入門 春 森 下 哲 朗 名
現代日本の国際関係 春 樋 渡 由 美 名
現代日本の安全保障 秋 樋 渡 由 美 名

多文化共生社会における
・市民教育

秋
コーディネータ

酒 井 朗
輪講， 名

国家と主権：歴史，現代，未来 秋 湯 浅 剛

マイノリティとグローバル社会 休講 名
地理的境界と人々の暮らし 秋 水 谷 裕 佳 名
国際教育開発・協力論：理論，
課題と実態

休講 名

国際教育開発・協力論：理論，
課題と実態

休講 名

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

平和構築とメディア 東 大 作 名

平和構築とメディア 東 大 作 名

＜情報社会系＞

総合的戦略論の展開 秋
コーディネータ

音 好 宏
阿 部 る り

輪講， 名

社会学のフロンティア 秋
田 渕 六 郎
猿 谷 弘 江
細木 一十稔 ラルフ

輪講， 名

現代日本の生活変容 秋 藤 村 正 之
秋学期集中講義，目白聖母キャンパスで
実施，注 ・ 参照

春 ○

グローバル経済と地域 春
コーディネータ

輪講， 名

開発経済学 秋 樋 口 裕 城

新たな価値創出のために：
情報化社会における日本企業の取り組み

春

コーディネータ

來 島 愛 子
出 島 敬 久
中 里 透
竹 田 陽 介

輪講， 名 ，一財）経済広報センター
連携講座，注 参照

資本市場の役割と証券投資 春
コーディネータ

竹 内 明 香

輪講，［ 名］，野村証券連携講座，

年度開講の同科目と同一科目

グローバル・ビジネスの
フロンティア

春
コーディネータ

小 阪 玄次郎
長谷川 知 子

輪講，春学期集中講義，経団連連携講座，
注 ・ ・ 参照

秋 ○ 春学期集中講義，注 ・ 参照

秋 〇 秋学期集中講義，注 ・ 参照

大学マネジメント 秋 コーディネータ

杉 本 徹 雄
輪講， 名 ，注 参照

現代社会における情報 春 コーディネータ

川 端 亮
輪講， 名 ，理工学部生履修不可

キャリアデザイン演習 春 鈴 木 美 伸 名

キャリアデザイン演習 春 松 本 久美子 名

キャリアデザイン演習 休講 名

キャリアデザイン演習 秋 松 本 久美子 名

キャリアデザイン演習
（外国人留学生対象）

春 久保田 学 名

キャリアデザイン演習
（外国人留学生対象）

秋 久保田 学 名

（注 ）下記の科目は同一科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。

科目コード 現在開講している科目名 変更年度 科目コード 変更年度以前の科目名

新たな価値創出のために：

情報化社会における日本企業の取り組み

新たな価値創出のために：

日本企業のイノベーションの取り組み
（注 ）総合グローバル学部（ 年次生以前）・看護学科（ 年次生以前）および 年次以前の学生も履修できるが，卒業要件とはな

らない。
（注 ）履修登録は通常の春学期および秋学期科目の履修登録期間に行う。講議の詳しい日程・教室は 「学事センター（教務）掲

示板」を参照すること。
（注 ）「キャリアワークショップ「問題解決のための思考法」と「ケースディスカッション「キャリアと組織」」（総合グローバル学部

開講）は同一内容科目のため，どちらか一方しか卒業に必要な単位として認められない。
（注 ）募集時期・選抜方法等の詳細は 「グローバル教育センター掲示板」に掲載するので確認すること。
（注 ）この科目の履修にあたっては「イエズス会教育と 養成Ⅰ」もしくは「上智大学（ソフィア）のルーツと

アイデンティティ」を履修済みであること。
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― ―

●インターンシップ科目 ※選抜あり。 ～を参照すること。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目名

単

位

開

講

期

担 当 者

外

国

語

備考

全
学
共
通
科
目
〔
選
択
科
目
〕

高
学
年
向
け
教
養
科
目

グローバルインターンシップ
短期・高学年）

春 コーディネータ

小 松 太 郎
夏期集中講義

グローバルインターンシップ
短期・高学年）

秋 コーディネータ

小 松 太 郎
春期集中講義

グローバルインターンシップ
中期・高学年）

コーディネータ

小 松 太 郎

と夏期休業中派遣，
注 ･ 参照

グローバルインターンシップ
（長期）

春 コーディネータ

小 松 太 郎
春学期派遣，注 ･ 参照

グローバルインターンシップ
（長期）

秋 コーディネータ

小 松 太 郎
秋学期派遣，注 ･ 参照

ボルボ・グループインターンシップ

高学年）
春 コーディネータ

鈴 木 隆

夏期集中講義，ボルボ・グループ連携講
座

ボルボ・グループインターンシップ

高学年）
休講

春期集中講義，ボルボ・グループ連携講
座

（注 ）クォーターまたは学期通じての派遣になるため，他の科目の履修に関しては派遣先により異なる。詳細は必ずインターンシップ
の説明会に参加すること。なお，インターンシップの参加のために授業を欠席することは認められないので，履修計画とインター
ンシップの日程が重ならないよう注意すること。

（注 ）総合グローバル学部生（ 年次生）・看護学科生（ 年次生以前）および 年次以前の学生は参加できるが，卒業要件とはな
らない。
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